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湛
若
水
「
二
業
合
一
」
論
と
そ
の
思
想
史
的
位
置

三
　
浦
　
秀
　
一

序
言

　

明
朝
の
科
挙
は
、
そ
の
科
目
の
構
成
や
試
験
問
題
が
準
拠
す
べ
き

教
学
に
あ
っ
て
は
元
朝
の
そ
れ
ら
を
基
本
的
に
踏
襲
す
る
も
の
の
、

実
施
の
理
念
に
関
し
て
は
、
太
祖
朱
元
璋
に
よ
る
「
科
挙
に
あ
ら
ざ

れ
ば
官
を
与
え
る
を
得
ず
」（
明
太
祖
実
録
巻
五
十
二
洪
武
三
年
五

月
）
と
の
断
言
に
象
徴
さ
れ
る
如
く
、
前
王
朝
治
下
の
実
態
の
克
服

が
意
識
さ
れ
て
お
り
、
漢
族
士
大
夫
に
対
し
出
仕
の
門
戸
を
開
放
す

る
か
た
ち
で
、
広
く
実
施
さ
れ
た
。
元
朝
所
定
の
教
学
が
程
朱
学
で

あ
り
、
こ
の
学
問
の
根
柢
に
修
己
と
治
人
の
両
立
と
い
う
信
念
が
存

し
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
明
朝
は
勝
朝
の
言
行
不
一
致
を
糾
正

し
た
と
も
言
え
る
。
し
か
し
当
の
朱
元
璋
が
、科
挙
開
始
の
数
年
後
、

「
虚
文
」
を
連
ね
る
応
挙
者
の
増
加
を
歎
き
、試
験
を
中
止
し
て
「
徳

行
」重
視
の
推
薦
制
度
に
切
り
替
え
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
よ
う
に（
同

巻
七
十
九
洪
武
六
年
二
月
）、
程
朱
学
の
理
想
は
、
陞
官
発
財
の
恩

恵
に
あ
ず
か
ろ
う
と
す
る
受
験
生
た
ち
に
よ
っ
て
、
た
ち
ま
ち
空
疎

な
建
前
へ
と
押
し
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

無
論
そ
う
し
た
理
想
論
は
、
北
宋
以
来
、
絶
え
ず
語
ら
れ
て
き
た

も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
程
頤
（
号
伊
川
）
は
、
本
来
の
学
問
に
費

や
す
時
間
が
受
験
勉
強
の
た
め
に
奪
わ
れ
る
と
訴
え
た
人
士
に
対

し
、
ま
ず
、
ひ
と
月
の
な
か
で
十
日
間
「
挙
業
」
に
従
事
す
れ
ば
、

そ
れ
以
外
の
時
間
を
勉
学
に
使
え
る
は
ず
だ
、
と
現
実
的
な
対
応
策

を
示
し
た
上
で
、し
か
し
志
操
の
堅
持
こ
そ
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
を
、

「
そ
れ
故
、
科
挙
と
い
う
作
業
は
、
勉
強
時
間
の
妨
げ
に
な
る
こ
と

を
憂
え
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
当
人
の
変
節
を
憂
え
る
だ
け
だ
（
故

科
挙
之
事
、
不
患
妨
功
、
惟
患
奪
志
）」
と
述
べ
た
（
河
南
程
氏
外

書
巻
十
一
）。
朱
熹（
朱
子
）も
ま
た
伊
川
の
立
場
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、

さ
ら
に
、
聖
賢
の
書
物
を
読
む
識
見
の
高
い
人
士
は
「
利
害
得
失
」

を
度
外
視
し
て
受
験
す
る
か
ら
科
挙
は
何
の
妨
げ
に
も
な
ら
ず
、
か

り
に
孔
子
が
「
復ま

た
生
ま
れ
」
た
と
し
て
も
応
挙
せ
ざ
る
を
得
な
い

集
刊
東
洋
学 
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わ
け
だ
が
、
科
挙
な
ど
障
礙
に
は
な
ら
な
い
、
と
し
た
（
朱
子
語
類

巻
十
三
）。
そ
し
て
朱
門
の
饒
魯
（
号
双
峯
）
は
、
師
説
を
服
膺
す

る
と
と
も
に
、
南
宋
末
葉
の
科
挙
に
お
け
る
道
学
へ
の
傾
斜
と
い
う

趨
勢
を
背
景
に
、「
義
理
と
挙
業
と
は
初も
と

よ
り
相
妨
げ
る
こ
と
無
し
」

と
断
じ
、
午
前
中
は
経
伝
に
よ
っ
て
「
義
理
」
を
探
究
し
午
後
は
挙

業
に
取
り
組
む
な
ら
ば
問
題
は
な
い
と
か
、「
ま
し
て
や
挙
業
で
扱

う
文
章
は
義
理
に
依
拠
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
（
况
挙
業
之
文
未

有
不
自
義
理
中
出
者
）」、
そ
の
義
理
が
洞
察
で
き
た
な
ら
ば
、
当
人

の
「
挙
業
」
は
精
確
さ
を
増
す
だ
ろ
う
、
と
主
張
し
た）

1
（

。

　

こ
れ
ら
の
訓
戒
は
書
物
を
と
お
し
て
次
の
世
代
に
伝
え
ら
れ
た
。

朱
子
は
、右
に
引
用
し
た
言
葉
を
含
む
伊
川
の
教
誨
を
、呂
祖
謙
（
号

東
萊
）
と
の
共
編
『
近
思
録
』
巻
七
「
出
処
進
退
辞
受
之
義
」
に
ま

と
め
て
載
せ
、
朱
門
の
弟
子
は
、
上
記
朱
子
の
断
案
を
も
合
わ
せ
て

全
三
十
條
の
問
答
を
、『
朱
子
語
類
』
巻
十
三
「
力
行
」
の
巻
末
に
、

「
以
下
、
科
挙
の
学
を
論
ず
」
と
注
記
し
つ
つ
一
括
し
て
掲
げ
た
。

そ
し
て
永
楽
の
儒
臣
た
ち
も
、
い
わ
ゆ
る
三
大
全
の
ひ
と
つ
『
性
理

大
全
書
』
の
巻
五
十
五
「
学
」
の
巻
末
に
「
科
挙
の
学
」
と
い
う
項

目
を
立
て
、
そ
こ
に
伊
川
の
発
言
を
四
條
、
朱
子
の
そ
れ
を
十
四
條

お
さ
め
る
と
と
も
に
、
亀
山
楊
氏
、
北
渓
陳
氏
、
潜
室
陳
氏
、
双
峯

饒
氏
の
主
張
を
各
一
條
、
収
録
し
た
。
程
朱
二
子
に
よ
る
右
の
文
言

が
、
先
行
す
る
二
著
の
抜
粋
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

こ
う
し
た
言
説
を
、
大
半
の
考
生
は
書
物
の
中
の
建
前
と
し
て
読

ん
だ
。
と
こ
ろ
が
正
徳
末
年
、
そ
れ
を
発
展
的
に
継
承
す
る
一
方
、

考
生
の
現
状
を
も
肯
定
的
に
捉
え
る
よ
う
な
口
号
が
登
場
し
た
。
湛

若
水
（
号
甘
泉
、
一
四
六
六
│
一
五
六
〇
）
に
よ
る
「
二
業
合
一
」

の
主
張
が
そ
れ
で
あ
る
。
挙
業
と
徳
業
の
一
致
を
唱
え
る
こ
の
主
張

は
、
し
か
し
空
論
と
し
て
一
蹴
さ
れ
た
り
は
せ
ず
、
む
し
ろ
多
く
の

支
持
者
を
得
、
さ
ら
に
そ
の
理
論
的
可
能
性
を
探
究
す
る
方
向
で
批

判
的
に
受
け
容
れ
ら
れ
も
し
た
。
明
代
中
期
後
半
に
お
け
る
思
潮
の

展
開
と
も
切
り
結
ぶ
内
容
を
、
こ
の
主
張
は
含
ん
で
い
た
。
換
言
す

れ
ば
、そ
う
し
た
議
論
の
登
場
を
要
請
す
る
よ
う
な
現
実
の
な
か
で
、

当
時
の
人
び
と
は
科
挙
に
臨
ん
で
い
た
。
本
稿
は
、
か
か
る
思
想
史

的
意
味
を
帯
び
た
「
二
業
合
一
」
論
を
主
題
と
し
て
、
湛
若
水
に
よ

る
立
論
の
意
図
や
そ
の
背
景
、
後
人
の
多
様
な
反
応
や
そ
の
方
向
性

に
つ
い
て
、
主
に
考
察
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

一
、「
二
業
合
一
」
論
と
そ
の
思
想
史
的
前
提

　
　
　（
一
）「
二
業
合
一
」
と
い
う
天
理
の
体
認

　

湛
若
水
は
、
成
化
二
年
（
一
四
六
六
）
十
月
、
広
東
増
城
県
に
生

ま
れ
た
。
初
名
は
露
、
字
は
民
沢
、
後
に
名
を
雨
と
改
め
、
若
水
に

落
ち
着
く
。そ
の
時
に
字
も
元
明
と
変
え
た
。弘
治
五
年（
一
四
九
二
）

秋
、
郷
試
に
合
格
す
る
も
翌
年
の
会
試
に
は
下
第
、
そ
の
次
の
年
の

二
月
に
陳
献
章
（
号
白
沙
、
一
四
二
八
│
一
五
〇
〇
）
の
講
説
を
聞
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き
、
た
だ
ち
に
従
学
を
決
意
し
た
。
弘
治
十
三
年
二
月
の
陳
献
章
の

死
を
経
て
、
十
七
年
、
親
命
の
も
と
南
京
国
子
監
に
入
り
、
翌
年
春
、

四
十
歳
の
年
に
会
試
に
再
挑
戦
、
第
二
名
合
格
お
よ
び
第
二
甲
第
三

名
の
進
士
登
第
を
果
た
し
た
。
翰
林
院
に
配
属
後
の
正
徳
元
年

（
一
五
〇
六
）、
王
守
仁
（
号
陽
明
、
一
四
七
二
│
一
五
二
八
）
と
交

友
関
係
を
結
び
、
同
十
年
、
母
親
の
逝
去
に
と
も
な
い
帰
郷
、
喪
が

明
け
て
か
ら
も
「
養
病
」
を
理
由
に
故
郷
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
許
さ

れ
、
十
二
年
冬
、
西
樵
山
大
科
峯
に
書
院
を
開
い
た
。
朝
廷
へ
の
復

帰
は
嘉
靖
帝
即
位
直
後
の
こ
と
で
あ
り
、嘉
靖
十
九
年
（
一
五
四
〇
）

夏
、
南
京
兵
部
尚
書
の
地
位
で
致
仕
、
そ
れ
以
降
は
述
作
と
講
学
に

明
け
暮
れ
、
三
十
九
年
四
月
、
長
逝
し
た）

2
（

。

　

湛
若
水
の
思
想
全
体
の
中
で
、「
二
業
合
一
」
論
は
如
何
に
位
置

づ
け
得
る
の
か
。
か
れ
は
、書
院
活
動
に
傾
注
し
て
い
た
そ
の
当
時
、

或
る
友
人
に
対
し
、
自
説
を
誇
示
し
な
が
ら
そ
の
内
容
を
以
下
の
よ

う
に
解
説
し
た
。

　

挙
業
と
徳
業
と
が
合
一
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
は
小
生
に
と
っ

て
確
乎
不
易
の
学
説
で
あ
る
。
何
ら
か
の
事
象
に
出
会
っ
た
場

合
、
み
ず
か
ら
の
持
ち
前
に
従
っ
て
そ
れ
に
対
応
す
る
。
そ
の

事
象
を
み
ず
か
ら
疎
外
す
る
よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
は
な
ら
な

い
。
学
問
は
、（
自
身
が
直
面
す
る
）
そ
の
事
そ
の
時
に
従
っ

て
み
ず
か
ら
納
得
し
（
自
身
を
）
し
っ
か
り
安
定
さ
せ
る
こ
と

を
重
視
す
る
。
こ
の
心
と
こ
の
理
と
を
（
そ
の
事
そ
の
時
ご
と

に
）
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
挙
業
で
も
そ
の
他

の
ど
ん
な
事
象
も
お
の
ず
と
隅
ず
み
ま
で
明
晰
に
徹
底
さ
れ

る
。
山
中
で（
の
書
院
活
動
）も
山
を
降
り
て（
の
宮
仕
え
）も
、

ど
ち
ら
で
も
（
構
わ
な
い
と
は
）
こ
の
考
え
方
だ
。（
挙
業
与

徳
業
合
一
、
此
区
区
不
易
之
説
也
、
若
遇
有
事
、
随
分
応
之
、

不
可
有
外
事
之
心
、
学
貴
随
事
随
時
体
認
操
存
、
得
此
心
此
理

在
、
挙
業
百
凡
亦
自
精
明
透
徹
也
、
出
山
在
山
、
皆
此
意
。
文

録）
3
（

巻
十
八
「
答
蔡
元
卿
」）

　
「
二
業
合
一
」
論
と
は
、
た
だ
挙
業
だ
け
を
念
頭
に
置
い
た
主
張

で
は
な
く
、か
れ
自
身
の
学
問
観
の
直
截
な
表
明
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

弘
治
十
年
（
一
四
九
七
）
冬
、
か
れ
は
師
陳
献
章
に
対
し
、
こ
う
告

げ
て
い
た
。
北
宋
の
程
顥
（
号
明
道
）
や
南
宋
の
李
侗
（
号
延
平
）

に
よ
る
「
体
認
天
理
」
と
の
発
言
に
触
発
さ
れ
、「
天
理
」
を
「
随

処
に
体
認
し
真
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
」、「
日
用
」
の
場
に

お
け
る
一
挙
手
一
投
足
す
べ
て
が
天
理
と
し
て
の
本
体
そ
の
も
の
で

あ
り
、
学
問
を
お
こ
な
う
者
は
そ
れ
を
涵
養
し
て
保
持
す
る
だ
け
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
、と（
泉
翁
大
全
巻
八「
上
白
沙
先
生
啓
略
」）。

す
る
と
翌
年
、
陳
献
章
は
こ
の
弟
子
を
激
励
し
、「
日
用
の
間
に
随

処
に
天
理
を
体
認
す
る
」
と
い
う
、
こ
の
「
一
鞭
」
へ
の
覚
醒
を
認

め
た
の
で
あ
る（
一
九
八
七
年
中
華
書
局
本
陳
献
章
集
一
九
三
頁「
与

湛
民
沢
」
十
一
）。

　

挙
業
は
、書
院
活
動
に
専
心
し
て
い
た
時
期
の
湛
若
水
に
と
っ
て
、
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「
日
用
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
特
定
的
な
日
常
に
「
随
」
っ
た

体
認
が
、「
二
業
合
一
」
論
と
し
て
結
晶
し
た
と
み
な
せ
よ
う
。
さ

れ
ば
こ
の
体
認
は
如
何
な
る
内
実
を
備
え
て
い
た
の
か
。
か
れ
は
書

院
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
或
る
書
簡
に
、
徳
業
も
挙
業
も
聖
賢
の

書
物
を
読
む
点
で
は
同
一
の
「
業
」
す
な
わ
ち
実
践
だ
と
記
し
た
上

で
、「
徳
業
に
志
せ
」
ば
読
書
は
精
密
に
な
っ
て
義
理
の
理
解
や
作

文
の
技
能
も
向
上
し
、
受
験
と
い
う
行
為
も
す
べ
て
「
吾
が
自
得
の

実
事
」
に
な
る
と
し
て
、「
故
に
聖
学
は
（
世
間
の
人
び
と
が
考
え

る
の
と
は
異
な
り
）か
え
っ
て
挙
業
に
対
し
て
大
い
に
助
け
と
な
る
。

妨
げ
だ
と
の
憂
慮
な
ど
ま
っ
た
く
な
い（
故
聖
学
反
有
大
助
於
挙
業
、

何
相
妨
之
患
）」
と
説
い
た
。「
志
」
や
「
妨
」
の
語
が
使
用
さ
れ
る

と
お
り
、
か
れ
の
思
考
は
、『
性
理
大
全
書
』
に
も
載
る
宋
儒
の
発

言
を
そ
の
端
緒
と
す
る
。
た
だ
し
そ
の
体
認
は
、
宋
儒
の
認
識
を
突

き
抜
け
た
と
こ
ろ
に
開
示
さ
れ
た
。
か
れ
は
続
け
て
、「
だ
が
助
け

に
な
る
も
の
が
あ
る
云
々
と
言
う
の
で
は
や
は
り
（
両
者
を
）
二
つ

に
分
裂
さ
せ
る
（
然
而
言
有
助
云
者
、
猶
二
之
也
）」
と
述
べ
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、分
裂
の
結
果
、「
支
離
の
患
」
が
発
生
し
て
「
道
」

が
不
明
に
な
っ
た
こ
と
を
、「
孔
子
の
文
章
と
性
道
と
が
二
つ
に
分

か
れ
た
の
で
、
世
間
の
み
な
が
聖
学
を
理
解
し
な
く
な
り
、
心
と
事

物
が
二
つ
に
分
か
れ
た
の
で
、
聖
学
は
明
晰
さ
を
欠
き
実
践
さ
れ
な

く
な
っ
た
（
夫
子
之
文
章
与
性
道
二
、
則
挙
世
不
知
聖
学
矣
、
心
与

事
物
二
、則
聖
学
不
明
不
行
矣
）」
と
ま
と
め
た
（
文
録
巻
十
七
「
湯

民
悦）

4
（

」）。

　

心
事
の
合
一
に
関
す
る
認
識
も
、
や
は
り
陳
献
章
の
理
観
に
依
拠

す
る
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
陳
献
章
は
門
弟
の
林
光
（
一
四
三
九
│

一
五
一
九
）
に
対
し
、「
此
の
理
が
か
か
わ
る
事
柄
は
こ
の
上
な
く

広
大
だ
。
内
外
な
く
、
終
始
も
な
く
、
ど
こ
に
で
も
到
り
つ
く
し
、

一
瞬
も
は
た
ら
き
を
止
め
な
い
。
そ
れ
が
体
得
で
き
れ
ば
、
天
地
も

自
分
が
打
ち
立
て
、
あ
ら
ゆ
る
変
化
も
自
分
か
ら
生
じ
、
そ
し
て
世

界
は
か
か
る
自
分
に
包
ま
れ
る
（
此
理
干
渉
至
大
、
無
内
外
、
無
終

始
、
無
一
処
不
到
、
無
一
息
不
運
。
会
此
則
天
地
我
立
、
万
化
我
出
、

而
宇
宙
在
我
矣
）」
と
語
っ
た
（
陳
献
章
集
二
一
六
頁
「
与
林
郡
博
」

七
）。
そ
し
て
「
随
時
随
処
」
に
こ
の
理
が
充
満
し
て
い
る
と
の
認

識
を
前
提
に
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
応
じ
て
そ
の
真
実
性
を
信
じ

る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
手
足
を
労
す
る
よ
う
な
こ
と
さ
ら
な
実
践
を

お
こ
な
う
必
要
が
あ
ろ
う
か（
色
色
信
他
本
来
、何
用
爾
脚
労
手
攘
）」

と
も
述
べ
た
。
湛
若
水
は
、
書
院
に
お
い
て
同
学
と
聖
賢
の
書
物
を

熟
読
し
か
つ
深
思
す
る
そ
の
環
境
、
世
間
的
に
言
え
ば
挙
業
に
勤
し

む
そ
の
現
実
の
全
体
に
、
天
理
の
発
現
を
垣
間
見
た
。
か
れ
の
こ
の

体
認
に
お
い
て
、
徳
業
と
挙
業
と
の
相
違
は
も
と
よ
り
、
内
外
の
区

別
も
撥
無
さ
れ
て
い
る
。
与
件
と
し
て
の
現
実
を
否
定
せ
ず
、
し
か

し
そ
の
現
実
と
主
体
的
に
関
わ
る
中
で
、
そ
う
し
た
自
分
自
身
と
外

界
の
諸
事
象
と
の
一
体
化
が
感
得
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
事
象

が
、
こ
の
時
は
、
た
ま
た
ま
挙
業
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
挙
業
が
体
認
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の
契
機
と
な
っ
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
く
、
か
く
し
て
か
れ
は
、
こ
の

一
体
状
態
を
、と
く
に
「
二
業
合
一
」
と
表
現
し
た
。
そ
し
て
ま
た
、

か
か
る
闊
達
な
体
認
が
拓
け
た
こ
と
に
よ
り
、
世
間
の
学
問
が
抱
え

る
欠
陥
を
、
よ
り
明
晰
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

正
徳
十
五
年
（
一
五
二
〇
）
六
月
、
湛
若
水
は
「
大
科
書
院
訓
規

序
」を
著
す（
文
録
巻
六
）。
そ
れ
に
先
立
ち
、書
院
で
の
規
律
を「
大

科
書
堂
訓
」
全
七
十
二
條
と
し
て
項
目
化
し
（
泉
翁
大
全
巻
五
）、

そ
こ
に
も
「
二
業
合
一
」
の
主
張
を
盛
り
込
ん
だ
。
下
記
の
一
條
に

は
、
二
業
を
分
裂
さ
せ
て
捉
え
る
思
考
へ
の
批
判
が
、
そ
の
意
図
と

と
も
に
明
記
さ
れ
る
。

　

一
、科
挙
は
本
朝
の
制
度
で
あ
り
、学
生
が
も
し
そ
れ
に
従
っ

て
学
習
し
な
い
な
ら
ば
、
ま
さ
し
く
今
に
生
ま
れ
て
古
に
戻
る

と
い
う
も
の
。
天
理
で
は
絶
対
に
な
い
。
孔
子
や
孟
子
が
（
今

に
）
ま
た
生
ま
れ
た
と
し
て
も
、
科
挙
に
拠
っ
て
頭
角
を
あ
ら

わ
し
た
は
ず
だ
。
だ
が
孔
孟
の
実
践
は
、
昨
今
の
挙
業
を
習
う

者
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
孔
孟
は
、
必
ず
根
本
に
依
拠
し
て

実
践
す
る
か
ら
お
の
ず
と
異
な
る
の
で
あ
る
。
故
に
挙
業
は
道

を
損
な
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
実
践
者
が
自
分
で
自
分
を

ダ
メ
に
す
る
だ
け
だ
。
学
問
を
お
こ
な
う
者
は
、
挙
業
を
自
分

と
関
係
の
な
い
も
の
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
無
関
係
と

す
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
「
外
物
」
で
あ
り
、
そ
の
弊
害
は
些
少

で
は
な
い
。（
一
、
科
挙
乃
聖
代
之
制
、
諸
生
若
不
遵
習
、
即

是
生
今
反
古
、
便
非
天
理
、
雖
孔
孟
復
生
、
亦
由
此
出
、
然
孔

孟
為
之
、
亦
必
異
於
今
之
習
挙
業
者
、
孔
孟
必
在
根
本
上
発
出

自
別
、
故
挙
業
不
足
以
害
道
、
人
自
累
耳
、
学
者
不
可
外
此
、

外
此
便
是
外
物
也
、
為
病
不
小
。
書
堂
訓
第
四
十
五
條
。
合
一

訓
「
教
肄
」
第
十
三
條
）

　

こ
こ
で
「
外
物
」
と
は
、
先
に
「
外
事
之
心
」
と
表
現
さ
れ
た
そ

れ
と
同
様
、
現
実
の
諸
事
象
と
主
体
的
に
関
わ
ろ
う
と
し
な
い
態
度

を
意
味
し
よ
う
。
こ
の
態
度
を
、
か
れ
は
「
書
堂
訓
」
の
別
の
一
條

に
お
い
て
「
支
離
」
と
呼
び
、「
内
外
・
本
末
・
心
事
を
分
け
て
両

途
と
為
す
」
も
の
と
も
説
明
し
た
（
書
堂
訓
第
四
十
八
條
。
合
一
訓

「
教
肄
」
第
十
六
條
）。
さ
ら
に
こ
の
分
別
意
識
を
解
析
し
、「
内
面

の
判
断
を
正
し
い
と
し
て
外
来
の
知
識
を
間
違
い
と
し
、
心
だ
け
を

重
視
し
て
事
物
を
蔑
ろ
に
す
る
弊
害
（
是
内
而
非
外
、
重
心
而
略
事

之
病
）」
が
、
そ
こ
に
は
存
す
る
と
見
た
。
そ
も
そ
も
内
面
重
視
の

主
張
は
、
名
声
や
富
貴
を
盲
目
的
に
求
め
る
よ
う
な
、
自
己
疎
外
的

態
度
へ
の
批
判
を
含
意
す
る
。
し
か
し
か
れ
か
ら
す
れ
ば
、
内
面
の

重
視
に
よ
っ
て
「
本
を
立
て
る
」
と
い
う
主
張
の
方
が
問
題
で
あ
っ

た
。
湛
若
水
に
と
っ
て
、
天
理
に
は
「
内
外
本
末
心
事
之
間
」
が
な

い
。
か
れ
は
こ
の
点
に
自
信
を
抱
け
ば
こ
そ
、「
内
を
是
と
す
る
」

者
は
「
外
」
界
に
そ
の
ま
な
ざ
し
を
向
け
ず
、
翻
っ
て
は
自
己
の
内

面
に
関
し
て
も
正
し
い
認
識
を
築
け
な
い
、と
推
断
し
た
の
で
あ
る
。

　

内
外
を
超
え
た
理
に
関
す
る
陳
献
章
の
発
言
は
、
湛
若
水
が
撰
述



67 湛若水「二業合一」論とその思想史的位置（三浦）

し
た
「
明
故
翰
林
院
検
討
白
沙
陳
先
生
改
葬
墓
碑
銘
」（
文
録
巻

二
十
）
に
も
収
録
さ
れ
る
。
こ
の
「
墓
碑
銘
」
撰
述
に
は
或
る
因
縁

が
絡
ん
で
お
り
、
そ
れ
が
「
二
業
合
一
」
論
の
創
出
と
も
一
面
に
お

い
て
関
係
す
る
。
引
き
続
き
こ
の
主
張
の
意
図
に
関
連
す
る
事
柄
を

考
察
す
る
が
、そ
の
意
図
に
も
前
提
的
な
背
景
が
存
す
る
の
で
あ
り
、

ま
ず
は
そ
の
点
の
検
討
か
ら
始
め
る
と
し
た
い
。

　
　
　（
二
）
胡
居
仁
と
陳
献
章

　

永
楽
末
年
に
お
け
る
地
方
官
学
頽
廃
の
報
告
に
引
き
続
き
、
洪
煕

元
年
（
一
四
二
五
）
四
月
、
近
ご
ろ
の
科
挙
合
格
者
は
「
虚
文
」
の

暗
唱
を
出
世
の
手
段
と
捉
え
る
と
の
上
奏
が
お
こ
な
わ
れ
（
明
仁
宗

実
録
巻
八
上
）、
そ
こ
に
は
、
少
壮
の
合
格
者
を
批
判
し
て
、
聡
明

で
は
あ
る
が
「
修
己
治
人
之
道
」
に
関
し
て
は
意
識
が
低
く
、
任
官

後
も
無
為
無
策
の
ま
ま
、
政
事
は
停
滞
し
民
衆
は
被
害
を
蒙
っ
て
い

る
、
と
も
記
さ
れ
た
。
そ
こ
で
明
朝
は
、
宣
徳
元
年
（
一
四
二
六
）

実
施
の
福
建
郷
試
に
副
主
考
官
と
な
っ
た
邵
思
廉
が
そ
の
『
福
建
郷

闈
小
録
』「
序
」（
天
一
閣
蔵
明
代
科
挙
録
選
刊
・
郷
試
録
、所
収
）
に
、

「
解
額
を
鐫
し
て
以
て
利
誘
を
去
り
、
選
挙
を
精
し
く
し
て
以
て
真

才
を
表
す
」
と
記
し
た
と
お
り
、
合
格
者
の
精
度
確
保
を
企
図
し
て

「
解
額
」
つ
ま
り
合
格
定
員
を
絞
り
込
ん
で
設
定
し
た
。
考
生
の
自

発
性
に
期
待
で
き
な
い
以
上
、
外
的
規
制
に
頼
る
ほ
か
は
な
い
と
い

う
発
想
で
あ
る
。
学
生
や
教
官
を
監
督
す
る
政
策
も
新
た
に
考
案
さ

れ
た
。
正
統
元
年
（
一
四
三
六
）
の
提
学
官
設
置
が
そ
れ
で
あ
る
が
、

し
か
し
こ
の
制
度
も
、
創
設
の
数
年
後
に
は
形
骸
化
し
、
新
帝
即
位

直
後
の
景
泰
元
年
（
一
四
五
〇
）
に
は
停
止
さ
れ
た
。

　

と
は
い
え
天
順
六
年
（
一
四
六
二
）、
督
学
制
度
は
復
活
し
た
。

そ
し
て
、
た
と
え
ば
江
西
提
学
官
に
任
命
さ
れ
た
李
齢
（
宣
徳
四
年

挙
人
）
は
、
成
化
元
年
（
一
四
六
五
）
の
赴
任
後
、
師
生
双
方
に
対

し
学
問
と
徳
行
の
研
鑽
を
求
め
、
め
ざ
ま
し
い
功
績
を
挙
げ
た
と
さ

れ
る
（
宮
詹
遺
藁
外
編
巻
六
、
張
廷
益
撰
「
送
江
西
学
校
宗
主
李
先

生
致
政
還
東
序
」）。
か
れ
は
ま
た
、
江
西
北
部
の
白
鹿
洞
書
院
を
再

興
し
、
そ
の
洞
主
に
胡
居
仁
（
号
敬
斎
、
一
四
三
四
│
八
四
）
を
招

聘
す
る
な
ど
、
省
内
の
俊
秀
に
対
す
る
学
習
環
境
を
整
え
も
し
た
。

胡
居
仁
は
江
西
余
干
の
人
で
あ
り
、
少
年
期
よ
り
挙
業
に
興
味
を
覚

え
ず
、臨
川
に
お
い
て
「
義
理
」
を
講
じ
て
い
た
呉
与
弼
（
号
康
斎
、

一
三
九
一
│
一
四
六
九
）
に
師
事
し
て
聖
学
を
習
得
、
成
化
年
間
に

は
一
家
を
成
す
ほ
ど
の
学
者
で
あ
っ
た
（
国
朝
献
徴
録
巻
一
一
四
、

陸
瑞
家
撰「
敬
斎
先
生
居
仁
伝
」）。
こ
の
再
建
さ
れ
た
書
院
に
対
し
、

江
西
出
身
の
重
臣
彭
時
は
、「
科
挙
の
外
に
出
」
て
「
夫
の
性
命
、

道
徳
の
学
を
学
」
ば
せ
る
こ
と
を
期
待
し
た
（
李
夢
陽
撰
嘉
靖
重
刊

白
鹿
洞
書
院
新
志）

5
（

巻
六
、
彭
時
「
重
修
白
鹿
洞
書
院
記
」）。
だ
が
白

鹿
洞
の
看
板
も
効
果
が
な
く
、
胡
居
仁
は
、
書
院
に
は
「
挙
業
」
す

ら
覚
束
ぬ
「
凡
才
」
が
雲
集
し
、「
挙
業
」
が
出
来
る
「
聡
明
敏
達
」

の
者
は
見
向
き
も
し
な
い
、
と
不
満
を
洩
ら
し
た
（
胡
文
敬
集
巻
一

「
寄
丘
時
雍
」）。
さ
ら
に
、
挙
業
に
優
れ
た
人
士
が
躊
躇
す
る
の
だ
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か
ら
、「
英
邁
超
卓
の
人
」
の
来
訪
な
ど
ど
う
し
て
望
め
よ
う
か
、

こ
の
状
態
で
は
、
道
徳
心
の
涵
養
は
お
ろ
か
作
文
能
力
の
向
上
す
ら

も
か
な
わ
ず
、自
身
の
「
徳
業
」
を
損
な
う
結
果
と
な
り
他
人
の
「
徳

業
」
な
ど
成
就
不
可
能
だ
、
と
も
落
胆
し
た
。
そ
れ
で
も
か
れ
は
、

か
か
る
事
態
が
生
じ
た
原
因
を
、「
豪
傑
の
士
」
が
挙
業
に
埋
没
し

た
か
ら
だ
と
見
た
。
そ
し
て
士
風
の
現
状
を
分
析
し
、「
ま
さ
に
科

挙
と
い
う
功
利
的
制
度
が
そ
れ
を
損
壊
さ
せ
た
結
果
だ
が
、
そ
の
被

害
を
抜
け
出
せ
た
者
も
、
み
な
高
邁
に
過
ぎ
空
虚
な
学
問
に
沈
み
込

ん
だ
（
只
縁
科
挙
功
利
害
之
、
能
脱
此
累
者
、
又
皆
過
於
高
妙
、
淪

於
空
虚
）」
と
捉
え
た
（
同
前
「
奉
張
廷
祥
」）。
当
時
、「
高
妙
」
な

る
人
士
が
向
か
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
陳
献
章
の
も
と
で
あ
り
、
胡

居
仁
は
、
陳
献
章
の
学
問
に
つ
い
て
、「
才
気
」
あ
る
人
士
は
「
多

く
之
を
喜
び
」、「
中
人
以
上
」
の
者
は
か
れ
に
惹
か
れ
る
、
と
語
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、「
中
人
以
下
」
の
場
合
、
陳
献
章

の
「
駆
る
所
」
と
な
り
そ
の
弊
害
は
甚
大
だ
、
と
批
判
す
る
こ
と
も

忘
れ
な
か
っ
た
（
居
業
録）

6
（

巻
三
）。

　

陳
献
章
や
そ
の
盟
友
で
あ
る
荘
昶
（
一
四
三
七
│
一
四
九
九
）
の

姿
勢
に
対
し
て
は
、
弘
治
前
半
ま
で
朝
政
に
関
わ
っ
た
丘
濬

（
一
四
一
八
│
九
五
）も
ま
た
、非
難
す
る
発
言
を
残
し
た
。
か
れ
は
、

成
化
十
三
年
（
一
四
七
七
）、
国
子
監
祭
酒
に
就
任
後
、
監
内
で
「
私

試
」
を
お
こ
な
い
、
そ
の
策
問
に
、
応
挙
者
が
習
っ
て
い
る
学
問
こ

そ
が
先
儒
の
所
謂
る
道
学
だ
と
宣
言
し
、
し
か
し
昨
今
の
人
士
は
挙

業
以
外
に
「
門
戸
」
を
立
て
、
自
分
た
ち
こ
そ
が
道
学
を
お
さ
め
て

い
る
と
妄
言
す
る
ば
か
り
だ
、
と
記
し
た
の
で
あ
る
（
瓊
台
詩
文
会

稿
巻
八
「
大
学
私
試
策
問
三
首
」）。
胡
居
仁
も
挙
業
を
嫌
っ
た
人
物

だ
が
、
丘
濬
が
指
弾
す
る
の
は
、
陳
献
章
一
派
す
な
わ
ち
江
門
の
人

士
で
あ
る
。
祖
法
遵
守
の
立
場
か
ら
挙
業
即
道
学
と
説
く
か
れ
に

あ
っ
て
も
、
江
門
の
活
動
は
や
は
り
目
障
り
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
か

れ
も
ま
た
、
程
朱
学
の
建
前
と
は
別
の
場
所
に
、
科
挙
と
対
峙
す
る

理
念
を
求
め
て
い
た
と
見
な
せ
、
そ
れ
故
に
か
か
る
憎
悪
が
惹
起
さ

れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
新
た
な
理
念
を
模
索
す
る
心
性
が
多
様
な

姿
を
伴
い
な
が
ら
、
こ
の
時
期
の
社
会
に
は
拡
が
っ
て
い
た
。

　

陳
献
章
は
、
正
統
十
二
年
、
広
東
郷
試
に
合
格
す
る
も
の
の
会
試

に
は
落
ち
続
け
、
し
か
し
国
子
監
在
籍
中
の
成
化
前
半
、
同
二
年
の

進
士
登
第
組
で
あ
る
羅
倫
、
章
懋
、
荘
昶
ら
と
交
流
、
そ
の
後
、
広

東
に
帰
郷
す
る
と
、
か
れ
の
も
と
に
は
多
く
の
人
士
が
参
集
し
た
。

門
弟
に
対
し
陳
献
章
は
、自
身
の
覚
醒
体
験
に
も
と
づ
い
て
「
静
坐
」

を
勧
め
、
か
つ
ま
た
「
善
端
」
の
涵
養
を
重
視
す
る
一
方
、
読
書
に

関
し
て
は
、
自
得
の
障
礙
に
な
る
場
合
、
そ
れ
を
廃
止
す
る
こ
と
も

辞
さ
な
か
っ
た
（
陳
献
章
集
九
七
四
頁
「
与
林
緝
煕
書
」
十
五
）。

高
弟
の
張
詡
（
一
四
五
五
│
一
五
一
四
）
は
そ
う
し
た
師
の
教
法
を

「
無
言
の
教
」と
捉
え（
東
所
先
生
文
集
巻
二「
白
沙
遺
言
纂
要
序
」）、

さ
ら
に
、「
深
悟
し
て
自
得
」
し
た
な
ら
ば
論
語
や
孟
子
は
そ
の
「
胸

中
」
に
存
す
る
の
で
あ
り
、
書
物
と
し
て
の
そ
れ
ら
は
無
用
、
と
も
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言
い
放
っ
た
（
同
巻
二
「
論
孟
或
問
序
」）。
ま
た
荘
昶
は
、
服
喪
の

明
け
た
成
化
十
二
年
以
降
も
朝
廷
に
復
帰
せ
ず
、陳
献
章
と
「
心
学
」

に
つ
い
て
議
論
す
る
な
ど
の
生
活
を
送
っ
て
お
り
、そ
の
か
れ
に
も
、

「
無
言
」
こ
そ
が
聖
人
の
教
え
で
あ
り
、
言
葉
に
拠
る
講
学
は
た
し

か
に
「
至
精
」
だ
が
、
畢
竟
、「
有
言
の
境
に
落
ち
る
」
と
述
べ
る

文
章
が
あ
る
（
定
山
集
巻
八
「
宿
州
儒
学
会
講
記
」）。

　

た
だ
し
陳
献
章
に
出
仕
を
格
別
拒
否
す
る
よ
う
な
意
向
は
な
か
っ

た
。
出
処
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
本
心
を
偽
る
よ
う
な
姿
勢
が
厳
し

く
批
判
さ
れ
た
の
で
あ
り）

7
（

、
そ
の
場
合
、
外
的
規
範
と
し
て
の
聖
賢

の
学
問
は
も
と
よ
り
、
自
分
自
身
を
も
含
め
て
「
無
」
化
す
る
こ
と

が
要
求
さ
れ
た
（
陳
献
章
集
一
三
三
頁
「
与
賀
克
恭
黄
門
」）。
欲
念

が
発
生
す
る
自
己
の
根
源
に
ま
で
反
省
を
掘
り
下
げ
る
よ
う
、
か
れ

は
迫
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
か
か
る
禁
欲
的
な
徹
底
性
が
、
或
る
種
の

人
び
と
に
は
魅
力
的
に
映
っ
た
。
か
れ
ら
は
俗
流
の
挙
業
を
嫌
う
と

と
も
に
、
国
家
教
学
と
し
て
の
程
朱
学
に
対
し
て
も
、
俗
学
を
超
克

す
る
理
念
を
提
示
し
得
て
い
な
い
点
で
飽
き
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い

た
。
陳
献
章
は
、
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
、「
無
言
」
の
境
地
を
経
て

自
分
に
相
応
し
い
身
の
処
し
方
を
「
自
得
」
す
る
よ
う
方
向
づ
け
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
融
通
無
礙
な
教
法
に
対
し
、
門
弟
は
自
己
の
見
聞
に

執
着
し
、そ
れ
を
準
「
則
」
化
し
た
と
い
う
。
張
詡
が
撰
述
し
た
「
白

沙
行
状
」
の
一
節
で
あ
り
、
か
れ
自
身
は
、
そ
れ
で
は
本
当
に
「
先

生
の
道
を
知
」
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
し
て
、「
無
」
の
更
新

に
自
得
の
勘
所
を
置
い
た
。
だ
が
そ
の
結
果
、
正
徳
前
半
に
は
、
江

門
末
流
の
学
問
を
、「
曠
に
渉
る
」
茫
漠
と
し
て
摑
み
所
が
な
く
、

社
会
に
無
用
の
教
法
と
捉
え
る
風
評
が
広
ま
っ
た
。
湛
若
水
に
も

「
禅
」
だ
と
の
嫌
疑
が
か
け
ら
れ
た
。
王
守
仁
が
正
徳
六
年
に
記
し

た
文
章
の
話
柄
で
あ
り（
一
九
九
二
年
刊
王
陽
明
全
集
二
三
〇
頁「
別

湛
甘
泉
序
」）、
一
方
か
れ
は
湛
若
水
を
「
聖
人
の
徒
」
と
捉
え
た
。

し
か
し
王
守
仁
の
愛
弟
子
徐
愛
（
一
四
八
七
│
一
五
一
七
）
は
、
江

門
の
「
曠
に
渉
る
」
傾
向
を
「
其
の
用
力
処
に
於
い
て
欠
あ
り
」、

実
践
方
法
に
欠
落
が
あ
る
か
ら
生
じ
た
、
と
疑
っ
て
も
い
た
（
陽
明

後
学
文
献
叢
書
徐
愛
集
六
十
七
頁
「
答
王
承
吉
書
」）。　

　

徐
愛
に
よ
る
こ
の
疑
義
は
、
陳
献
章
も
師
事
し
た
呉
与
弼
の
学
問

へ
の
批
判
と
対
を
成
す
も
の
で
あ
る
。
徐
愛
は
、
呉
与
弼
に
つ
い
て

「
其
の
得
力
処
に
於
い
て
未
だ
至
ら
ざ
る
も
の
有
り
」
と
切
り
捨
て
、

呉
陳
ど
ち
ら
の
学
問
も
「
体
用
終
始
」
を
分
断
し
て
捉
え
て
い
る
、

と
総
括
し
た
。
か
れ
が
評
価
す
る
の
は
「
体
用
一
源
、
終
始
無
間
の

地
」
で
あ
り
、
こ
の
総
括
は
、
如
上
概
観
し
た
挙
業
を
め
ぐ
る
幾
つ

か
の
意
識
を
対
比
的
に
掌
握
す
る
上
で
も
、
有
益
だ
と
考
え
る
。
す

な
わ
ち
、
呉
与
弼
や
か
れ
を
継
ぐ
胡
居
仁
は
目
標
の
設
定
を
間
違
っ

た
ま
ま
無
駄
な
努
力
を
続
け
る
だ
け
で
あ
り
、
一
方
、
江
門
の
場
合
、

目
標
そ
れ
自
体
は
正
し
く
見
え
る
が
、「
体
用
一
源
」
の
思
考
に
徹

し
な
い
が
故
に
、
目
標
達
成
の
方
法
を
捉
え
損
ね
て
い
る
、
と
い
う

構
図
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
体
用
論
に
還
元
し
て
論
点
を
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整
理
す
る
こ
の
視
座
は
、
河
南
懐
慶
衛
人
で
あ
る
何
塘
（
一
四
七
四

│
一
五
四
三
）
の
文
章
に
も
う
か
が
え
る
。
か
れ
は
、
嘉
靖
三
年
ご

ろ
の
著
作
で
あ
る
『
儒
学
管
見
』
の
自
序
に
、
挙
業
の
学
習
に
よ
る

応
挙
は
仕
官
に
繋
が
る
「
儒
者
の
正
」
だ
と
記
し
、
そ
れ
を
大
学
の

新
民
に
比
定
し
つ
つ
、「
体
」と
し
て
の
明
徳
は「
用
」に
即
し
た「
体
」

で
あ
り
、
同
時
に
「
用
」
は
「
体
」
に
即
し
た
「
用
」
で
あ
っ
て
、

こ
の
点
は
、
朱
子
で
す
ら
も
「
明
切
」
な
説
明
を
欠
い
て
い
た
と
述

べ
る
の
で
あ
る（
柏
斎
集
巻
六
）。科
挙
に
対
す
る
人
び
と
の
認
識
は
、

体
用
一
源
と
い
う
理
念
と
の
照
合
の
も
と
で
、
再
構
築
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
た
。

　
　
　（
三
）
湛
若
水
と
王
守
仁

　

正
徳
九
年
（
一
五
一
四
）
後
半
、
湛
若
水
は
王
守
仁
に
対
し
、
大

学
の
格
物
理
解
に
関
す
る
見
解
の
相
違
を
確
認
す
べ
く
書
簡
を
送
っ

た
（
文
録
巻
十
七
「
与
陽
明
鴻
臚
」）。
か
れ
は
、
格
物
の
「
物
」
を

「
心
意
の
著
す
る
所
」
と
捉
え
る
王
守
仁
の
理
解
を
、「
心
を
舎お

」
い

て
物
の
理
を
「
外
に
求
め
る
」
硬
直
し
た
格
物
説
へ
の
批
判
と
し
て

は
有
効
だ
と
見
た
。
そ
の
上
で
自
説
を
披
露
し
、
人
の
心
は
天
地
万

物
と
一
体
で
あ
る
以
上
、
そ
の
心
は
す
べ
て
の
物
を
包
含
し
、
そ
れ

故
、
こ
の
場
合
の
格
物
の
実
践
も
「
外
に
在
る
」
こ
と
は
な
く
、
格

致
す
る
心
も
「
外
に
在
る
」
わ
け
で
は
な
い
と
ま
と
め
、
さ
ら
に
こ

の
観
点
か
ら
王
守
仁
の
見
解
が
帯
び
る
瑕
疵
を
指
摘
し
て
、「
外
物

の
病
か
ら
免
れ
ず
」
と
伝
え
た
。
ま
た
或
る
書
簡
に
お
い
て
も
、「
程

子
の
所
謂
る
「
体
用
一
原
、
顕
微
無
間
」
と
は
格
物
の
実
践
が
そ
れ

で
あ
り
、
そ
こ
に
内
外
の
区
別
は
ま
っ
た
く
無
い
（
程
子
所
謂
体
用

一
原
、
顕
微
無
間
、
格
物
是
也
、
更
無
内
外
）」
と
宣
言
し
た
上
で
、

彼
我
双
方
の
見
解
の
相
違
は
「
心
」
の
捉
え
方
の
違
い
に
帰
着
す
る

と
述
べ
、
王
守
仁
の
そ
れ
は
「
腔
子
裏
」
の
「
心
」、
身
体
的
限
定

性
を
帯
び
た
個
々
人
の
「
心
」
で
し
か
な
い
、
と
記
し
た
（
同
巻

十
八
「
答
楊
少
黙
」）。

　

湛
若
水
は
、
そ
の
論
敵
の
見
解
を
、
内
外
の
一
体
性
に
関
す
る
認

識
が
甘
く
、
そ
の
結
果
、
実
践
者
の
主
観
性
に
偏
っ
て
外
界
の
事
象

へ
の
目
配
り
に
欠
け
る
も
の
と
捉
え
た
。
だ
が
、
王
守
仁
か
ら
す
れ

ば
、
こ
う
し
た
批
判
は
自
説
へ
の
曲
解
と
映
っ
た
だ
ろ
う
。
正
徳
八

年
、
か
れ
は
旧
知
の
王
道
（
一
四
八
七
│
一
五
四
七
）
に
対
す
る
書

簡
に
、
理
や
義
や
善
な
ど
は
す
べ
て
「
吾
の
心
」
の
個
別
表
現
に
す

ぎ
ず
、
そ
れ
故
、「
心
外
無
物
、
心
外
無
事
、
心
外
無
理
、
心
外
無
義
、

心
外
無
善
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
王
陽
明
全
集
一
五
五
頁
「
与

王
純
甫
」
二
）。
そ
し
て
湛
若
水
の
「
随
処
体
認
天
理
」
説
に
対
し
、

そ
れ
こ
そ
が
逆
に
「
外
に
求
め
る
」
も
の
だ
と
反
論
し
た
。

　

正
徳
九
年
の
時
点
で
、
湛
若
水
は
四
十
九
歳
で
あ
り
王
守
仁
は

四
十
三
歳
。
陳
献
章
の
理
観
を
受
け
継
ぐ
前
者
と
、
龍
場
で
の
大
悟

を
経
て
間
も
な
い
後
者
と
は
、
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
も
最
後
の
一
線

に
関
し
て
は
決
し
て
譲
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
の
格
物
論
争
は
、

湛
若
水
に
よ
る
書
院
活
動
の
開
始
後
、
む
し
ろ
本
格
化
し
た
。
か
れ
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の
「
二
業
合
一
」
論
に
「
外
物
」
批
判
の
視
点
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

た
こ
と
は
、
上
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
主
張
に
は
、
分

け
れ
ば
ふ
た
つ
の
意
図
が
、
し
か
し
双
方
が
密
接
に
絡
み
あ
い
な
が

ら
潜
ん
で
い
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
王
守
仁
の
論
難
に
対
す
る
反
撃
で

あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
江
門
の
学
問
を
「
禅
」
だ
と
す
る
一
般
認

識
へ
の
応
酬
、
よ
り
広
く
言
え
ば
か
れ
ら
に
託
さ
れ
て
い
た
同
時
代

的
課
題
へ
の
回
答
で
あ
る
。

　

こ
の
後
者
の
意
図
に
は
、
湛
若
水
の
個
人
的
な
動
機
も
絡
ん
で
い

た
。
陳
献
章
の
逝
去
直
後
、そ
の
行
状
の
執
筆
は
か
れ
が
担
当
し
た
。

し
か
し
張
詡
は
、か
れ
の
草
稿
を
一
読
し
、師
の
事
跡
に
つ
い
て
「
未

だ
備
わ
ら
ざ
る
こ
と
多
し
」
と
見
て
「
補
葺
」
を
お
こ
な
っ
た
（
陳

献
章
集
八
六
八
頁
、
張
詡
撰
「
白
沙
先
生
行
状
」）。
張
詡
は
正
徳
九

年
後
半
に
没
し
て
い
る
。
そ
し
て
十
六
年
十
一
月
、
湛
若
水
は
、
師

の
改
葬
を
期
に
「
墓
碑
銘
」
を
著
し
、
そ
こ
に
、
師
が
張
詡
を
「
禅

矣
」
と
評
し
た
記
事
を
載
せ
た
。
陳
張
師
弟
を
切
り
離
し
た
上
で
、

江
門
へ
の
非
難
は
張
詡
の
罪
で
あ
る
こ
と
を
、
碑
文
に
刻
ん
だ
わ
け

で
あ
る
。か
れ
の
合
一
論
に
お
い
て
内
外
は
あ
く
ま
で
も
一
体
だ
が
、

王
守
仁
へ
の
批
判
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
と
く
に
「
外
」
と
の
繋

が
り
が
重
視
さ
れ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
江
門
の
教
学
に
お
け
る
社
会

性
の
揚
言
と
い
う
意
図
か
ら
発
し
て
お
り
、
さ
ら
に
「
墓
碑
銘
」
撰

述
の
動
機
と
も
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
二
、「
二
業
合
一
」
論
の
反
響

　
　
　（
一
）「
二
業
合
一
」
論
の
発
信
と
そ
の
目
算

　

嘉
靖
元
年
（
一
五
二
二
）、
湛
若
水
は
翰
林
院
編
修
の
職
に
復
す

る
と
、
三
年
秋
に
は
南
京
国
子
監
祭
酒
に
陞
進
し
、
七
年
五
月
、
南

京
吏
部
右
侍
郎
を
拝
命
、
翌
八
年
秋
に
北
京
に
転
じ
る
ま
で
の
五
年

間
、
観
光
館
や
新
泉
精
舎
と
い
っ
た
講
学
の
場
を
主
宰
す
る
こ
と
に

よ
り
、
多
数
の
門
弟
を
育
て
た
。
無
論
そ
の
教
学
の
中
心
に
は
、
上

述
の
理
観
に
も
と
づ
く
随
処
体
認
論
、
あ
る
い
は
「
心
事
」「
体
用
」

の
合
一
論
が
位
置
し
て
い
た
。
一
方
、
二
業
の
合
一
を
主
題
と
す
る

か
れ
の
発
言
は
、門
人
た
ち
に
よ
っ
て
一
書
に
編
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

嘉
靖
四
年
冬
、
国
子
監
で
の
講
学
の
記
録
が
『
雍
語
』
の
名
を
得
て

江
都
の
葛
澗
に
よ
り
編
輯
さ
れ
、
そ
の
最
終
「
辨
志
」
章
に
「
二
業

合
一
訓
」
完
成
の
記
事
が
載
る
の
で
あ
る
（
泉
翁
大
全
巻
六
所
収
）。

そ
し
て
五
年
秋
、
江
西
金
谿
の
黄
綸
が
、
お
そ
ら
く
は
そ
れ
を
『
泉

翁
二
業
合
一
訓
』
と
し
て
刊
行
し
た
（
泉
翁
大
全
巻
四
所
収
）。
こ

の
冊
子
に
は
、
前
節
で
紹
介
し
た
湛
若
水
の
発
言
も
含
め
、
か
れ
の

合
一
論
を
俯
瞰
す
る
上
で
十
分
な
言
説
が
収
録
さ
れ
る
。
黄
綸
は
嘉

靖
元
年
の
挙
人
で
あ
り
、
当
時
、
南
京
国
子
監
生
で
あ
っ
た
。
六
年

冬
、
祭
酒
任
期
の
満
了
を
機
に
上
京
す
る
湛
若
水
を
送
る
べ
く
、
多

く
の
門
人
が
揚
州
に
集
結
し
た
。
そ
の
盛
況
ぶ
り
を
呂
柟（
号
涇
野
、

一
四
七
九
│
一
五
四
二
）
は
書
き
留
め
、
そ
こ
に
、
近
ご
ろ
自
分
は
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湛
若
水
と
葛
澗
の
問
答
を
載
せ
る
『
雍
語
』
と
、
葛
澗
が
「
輯
行
」

し
た
『
合
一
訓
』
を
読
ん
だ
と
記
す
（
涇
野
先
生
文
集
巻
十
六
「
甘

泉
行
窩
記
」）。
葛
澗
は
「
数
千
巻
」
の
古
書
を
有
す
る
蔵
書
家
の
子

息
と
し
て
生
ま
れ
、
か
れ
自
身
、
博
学
を
も
っ
て
知
ら
れ
て
い
た
。

黄
綸
は
、か
れ
の
資
助
を
得
て
『
合
一
訓
』
を
出
版
し
た
の
だ
ろ
う
。

な
お
湛
呂
両
者
は
、
呂
柟
が
進
士
登
第
を
果
た
し
た
正
徳
三
年
の
会

試
に
、
湛
若
水
が
同
考
官
に
就
い
て
以
来
の
交
友
関
係
を
持
っ
て
い

た
。

　

湛
若
水
の
思
想
に
お
い
て
「
二
業
合
一
」
の
主
張
は
合
一
論
全
体

の
各
論
に
相
当
す
る
。門
生
も
そ
れ
を
知
悉
し
て
い
た
。「
二
業
合
一
」

論
の
発
信
と
平
行
し
て
湛
若
水
の
文
集
を
編
輯
し
、
嘉
靖
八
年
秋
、

そ
れ
を
『
甘
泉
先
生
文
録
類
選
』
二
十
一
巻
と
し
て
上
梓
し
た
の
で

あ
る
。
そ
の
序
文
に
、
新
泉
精
舎
の
一
員
で
あ
る
呂
懐
（
嘉
靖
十
一

年
進
士
）
が
、先
生
の
議
論
や
著
述
の
す
べ
て
は
「
天
人
を
一
と
し
、

上
下
を
斉
し
く
し
、内
外
を
合
す
る
の
道
」だ
と
記
し
た
と
お
り
、『
文

録
』
の
刊
行
は
、
湛
若
水
思
想
の
核
心
を
合
一
論
に
在
る
と
捉
え
た

か
れ
の
門
弟
に
よ
る
、
そ
の
宣
揚
の
た
め
の
行
為
で
あ
っ
た
。
と
は

い
え
嘉
靖
七
年
、
陽
明
門
下
の
聶
豹
（
号
双
江
、
一
四
八
七
│

一
五
六
三
）
は
、
巡
按
福
建
監
察
御
史
の
任
に
就
き
、
任
地
に
養
正

書
院
を
創
設
す
る
と
、『
伝
習
録
』・『
道
一
編
』・『
二
業
合
一
論
』・『
大

学
古
本
』
の
重
刻
を
お
こ
な
い
（
陽
明
後
学
文
献
叢
書
聶
豹
集

四
十
六
頁
「
重
刻
二
業
合
一
論
序
」）、
ま
た
九
年
春
、
湛
若
水
と
西

樵
山
以
来
の
つ
き
あ
い
を
持
つ
開
州
の
王
溱
（
字
公
済
、
正
徳
六
年

進
士
）
は
、
江
西
南
康
知
府
に
赴
任
す
る
と
所
轄
の
白
鹿
洞
書
院
に

お
い
て
「
后
土
神
」
に
祈
り
を
捧
げ
、
そ
の
「
告
文
」
に
「
徳
業
と

挙
業
と
は
支
離
す
べ
か
ら
ず
」
と
の
一
文
を
記
す
と
と
も
に
（
鄭
廷

鵠
撰
白
鹿
洞
志
巻
十
三
「
知
府
新
闢
石
洞
告
后
土
文
」）、
翌
年
に
は

『
二
業
合
一
訓
』
の
板
木
を
作
成
し
書
院
に
奉
納
し
た
（
白
鹿
洞
書

院
新
志
巻
八
「
器
皿
志
」
附
刻
板
）。

　
「
二
業
合
一
」
論
の
発
信
者
た
ち
に
は
如
何
な
る
目
算
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
黄
綸
は
『
合
一
訓
』
序
の
劈
頭
に
、こ
の
教
え
は
「
甘

泉
先
生
、
救
世
の
第
一
義
也
、
実
に
溺
れ
る
を
拯
い
時
を
済
う
の
言

也
」
と
大
書
す
る
。
利
己
的
な
出
世
欲
に
惑
溺
し
た
人
士
か
ら
そ
の

「
支
離
の
習
」
を
洗
い
流
し
、
か
れ
ら
を
「
大
同
の
道
」
へ
と
救
済

す
る
役
割
を
、
こ
の
教
説
は
果
た
す
と
言
う
の
で
あ
る
。
聶
豹
も
そ

の
「
二
業
合
一
論
序
」
に
、
こ
の
議
論
は
「
已
む
を
得
ず
し
て
時
弊

を
救
う
」も
の
だ
と
記
す
。
聶
豹
は
か
つ
て
湛
若
水
の
講
説
を
聞
き
、

「
随
処
に
天
理
を
体
認
す
る
」
実
践
が
そ
の
教
え
の
本
領
で
あ
る
と

捉
え
、「
造
次
」「
顛
沛
」
ど
ん
な
場
面
で
も
「
体
認
」
を
目
指
す
な

ら
ば
、
受
験
勉
強
も
ま
た
「
蓄
徳
」
を
進
展
さ
せ
る
実
践
に
ほ
か
な

ら
な
い
と
の
解
釈
を
、
同
じ
文
章
に
述
べ
て
い
る
。
時
弊
に
対
す
る

切
迫
し
た
危
機
感
が
、湛
若
水
思
想
の
全
体
の
中
で
も
、と
く
に
「
二

業
合
一
」
論
へ
の
注
目
を
生
み
出
し
た
と
言
え
そ
う
だ
が
、
し
か
し

か
れ
ら
は
徒
手
空
拳
を
ふ
る
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
も
と
よ
り
、
た
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と
え
ば
茅
坤
（
一
五
一
二
│
一
六
〇
一
）
が
、世
間
の
人
び
と
は
「
二

業
合
一
」
論
を
迂
遠
と
評
し
怪
訝
に
思
っ
た
と
記
録
し
た）

8
（

如
く
、
そ

の
割
合
か
ら
言
え
ば
黄
綸
が
批
判
的
に
描
写
し
た
利
己
的
人
士
が
、

従
前
同
様
、
当
時
も
多
数
を
占
め
て
い
た
だ
ろ
う
。
か
れ
ら
に
は
如

何
な
る
理
窟
も
通
用
し
な
い
か
に
覚
し
い
。
し
か
し
聶
豹
は
、「
天

下
の
趨
勢
に
も
と
る
こ
と
な
く
、し
か
し
古
人
の
学
問
が
再
興
す
る
。

す
ば
ら
し
い
。人
び
と
の
誘
導
に
卓
越
し
た
先
生
の
ふ
る
ま
い
は（
不

払
乎
天
下
之
所
趨
、
而
古
人
之
学
以
復
、
甚
矣
、
先
生
之
善
於
誘
人

也
）」
と
の
讃
辞
を
、
湛
若
水
に
捧
げ
た
。
こ
の
よ
う
な
確
か
な
手

応
え
を
、
か
れ
は
「
二
業
合
一
」
論
の
受
容
者
か
ら
感
じ
取
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
呂
柟
は
、
南
京
尚
宝
司
卿
に
就
い
て
い
た
嘉
靖
十

年
ご
ろ
鷲
峯
禅
寺
を
会
場
に
定
期
的
な
講
義
を
お
こ
な
い
、
挙
業
に

よ
っ
て
徳
業
の
実
践
が
阻
ま
れ
て
い
る
と
訴
え
る
学
生
に
対
し
、
旧

来
の
建
前
で
は
な
く
二
業
の
合
一
を
繰
り
返
し
説
い
た）

9
（

。
士
大
夫
社

会
の
現
状
に
危
惧
す
る
人
び
と
は
、
し
か
し
そ
の
中
に
希
望
の
曙
光

を
察
知
し
て
も
い
た
。

　

挙
業
に
対
峙
す
る
人
び
と
の
態
勢
が
、
構
造
的
に
変
化
し
つ
つ

あ
っ
た
。
そ
う
し
た
趨
勢
の
存
在
を
、
湛
若
水
の
言
動
は
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
。
か
れ
は
、
知
友
や
門
生
が
各
地
の
提
学
官
と
し
て
赴
任

す
る
に
際
し
、
こ
の
論
を
基
調
と
す
る
文
章
を
か
れ
ら
に
贈
っ
た
。

そ
う
す
る
こ
と
の
有
効
性
を
熟
知
す
れ
ば
こ
そ
、
発
信
先
を
特
定
し

た
の
で
あ
る
。
文
集
に
収
録
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
四
点
、
掲
載
順

に
挙
げ
れ
ば
、①
嘉
靖
九
年
に
江
西
提
学
副
使
に
選
ば
れ
た
潘
潢（
南

直
隷
婺
源
人
、
正
徳
十
六
年
進
士
）
が
、
そ
の
後
、
福
建
提
学
副
使

と
し
て
転
任
す
る
際
に
、
②
嘉
靖
十
年
三
月
、
張
岳
が
広
西
赴
任
す

る
際
に
、
③
十
一
年
秋
、
田
汝
成
が
広
東
に
赴
く
際
に
、
④
十
二
年

二
月
、
林
雲
同
が
浙
江
に
向
か
う
折
り
に
草
し
た
文
章
が
、
そ
れ
ら

で
あ
る）

10
（

。
さ
ら
に
ま
た
、
十
一
年
夏
、
休
寧
知
県
の
高
簡
が
教
職
へ

の
転
任
を
希
望
し
、
揚
州
府
学
教
授
の
地
位
を
得
て
赴
任
す
る
時
に

も
、
同
趣
の
文
章
を
贈
っ
た
（
泉
翁
大
全
巻
二
十
二
「
送
高
君
公
敬

掌
教
揚
州
序
」）。
高
簡
は
嘉
靖
八
年
の
進
士
で
あ
り
、
正
徳
年
間
以

降
、
増
加
傾
向
に
在
る
「
進
士
教
職
」
に
就
い
た
人
士
で
あ
る
。

　

所
謂
る
「
進
士
教
職
」
や
各
地
の
提
学
官
が
、
日
常
的
に
は
学
政

の
刷
新
に
奮
闘
す
る
中
、
各
省
郷
試
の
現
場
に
対
し
て
も
積
極
的
に

関
与
し
て
い
た
こ
と
は
、
別
稿
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
、
ま
た
こ

の
時
期
の
科
挙
答
案
の
趨
勢
と
し
て
「
自
得
」
に
言
及
す
る
も
の
が

推
奨
さ
れ
始
め
た
こ
と
も
、
か
つ
て
紹
介
し
た）

11
（

。
そ
の
模
範
答
案
が

目
指
す
方
向
に
沿
う
理
論
的
傾
向
を
、「
二
業
合
一
」
論
は
共
有
し

て
い
た
。
一
方
、
受
験
勉
強
の
段
階
を
も
含
む
挙
業
の
現
場
で
は
、

学
政
の
理
念
を
模
索
し
か
つ
実
践
に
移
す
べ
く
、
試
行
錯
誤
を
重
ね

る
人
士
が
増
加
し
て
い
た
。「
二
業
合
一
」
論
は
、
か
れ
ら
が
求
め

る
有
効
な
試
論
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
か
れ
ら
こ
そ
は
、
こ

の
論
の
発
信
者
に
と
っ
て
最
良
の
受
容
者
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
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　（
二
）「
二
業
合
一
」
論
へ
の
論
難
と
そ
の
展
開

　

王
門
の
高
弟
で
あ
る
鄒
守
益
（
号
東
廓
、
一
四
九
一
│
一
五
六 

二
）
は
、
友
人
の
項
喬
（
号
甄
東
、
一
四
九
五
│
一
五
五
三
）
が
編

纂
し
た
『
挙
業
詳
説
』
の
刊
行
時
に
一
文
を
寄
せ
、
項
喬
の
意
図
が

湛
若
水
の
そ
れ
に
似
る
と
述
べ
て
「
二
業
合
一
」
論
に
も
言
及
し
た

（
陽
明
後
学
文
献
叢
書
鄒
守
益
集
八
七
七
頁
「
題
挙
業
詳
説
」）。
同

書
の
出
版
責
任
者
は
茶
陵
知
州
の
曾
才
漢
、
鄒
守
益
の
故
郷
に
近
い

江
西
泰
和
の
人
士
で
、
知
州
へ
の
着
任
は
嘉
靖
二
十
年
の
こ
と
で
あ

る
。
当
時
、
挙
業
と
徳
業
の
関
係
を
語
る
人
び
と
は
、
周
易
乾
卦
文

言
伝
に
載
る
孔
子
の
言
葉
「
君
子
は
徳
に
進
み
業
を
修
む
。
忠
信
は

徳
に
進
む
所
以
也
、
辞
を
修
め
て
其
の
誠
を
立
つ
る
は
業
に
居
る
所

以
也
」
を
用
い
つ
つ
、
自
説
を
主
張
す
る
傾
向
に
在
っ
た
（
前
掲
何

塘
「
儒
学
管
見
序
」、
聶
豹
「
二
業
合
一
論
序
」
な
ど
）。
鄒
守
益
も

こ
の
一
文
に
当
該
の
文
章
を
引
い
た
上
で
、「
徳
」「
業
」
を
内
外
に

配
当
、
さ
ら
に
、
口
頭
で
述
べ
る
「
言
詞
」、
行
動
に
示
さ
れ
る
「
威

儀
」、社
会
に
展
開
さ
れ
る
「
事
功
」
は
い
ず
れ
も
「
業
」
だ
と
記
し
、

し
か
も
挙
業
は
「
言
語
中
の
一
な
る
の
み
」
と
限
定
し
た
。
そ
し
て

「
二
業
合
一
」
論
に
対
し
て
は
、「
挙
業
を
持
ち
上
げ
て
徳
業
と
同
列

に
す
る
の
は
、
世
間
の
迷
妄
を
憂
慮
し
、
人
び
と
を
聖
人
の
学
問
に

入
る
よ
う
誘
導
し
た
か
ら
で
あ
る
（
亢
挙
業
以
与
徳
業
並
、
傷
世
之

迷
而
誘
之
以
入
聖
学
也
）」
と
の
解
釈
を
与
え
た
。
こ
の
論
に
対
し

鄒
守
益
は
、
聶
豹
ら
と
同
様
、
挙
業
従
事
者
の
意
識
を
変
え
う
る
良

薬
と
称
え
る
一
方
、挙
業
の
誇
大
視
だ
と
も
捉
え
た
。た
し
か
に「
業
」

の
意
味
は
挙
業
に
局
限
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、「
二
業
合
一
」論
は
、

そ
の
有
効
性
の
限
界
を
指
摘
さ
れ
た
か
に
見
え
る
。

　

鄒
守
益
と
同
門
の
王
畿
（
号
龍
渓
、
一
四
九
八
│
一
五
八
三
）
も

ま
た
「
業
」
の
限
定
化
に
難
色
を
示
し
た
。
そ
の
「
天
心
題
壁
」（
陽

明
後
学
文
献
叢
書
王
畿
集
一
九
八
頁
）
に
、
士
人
が
学
校
に
籍
を
置

く
間
の
「
業
」
は
「
挙
業
」
だ
が
、官
吏
と
な
っ
て
は
「
職
業
」
を
、

宰
相
と
し
て
は
「
相
業
」
を
、
引
退
し
て
か
ら
は
「
山
林
の
業
」
を

お
こ
な
う
よ
う
に
、「
そ
の
時
ど
き
の
居
場
所
に
従
っ
て
業
は
生
じ

る
。
そ
れ
が
ま
さ
に
、
自
分
自
身
が
徳
に
進
ん
で
日
び
具
体
化
す
る

行
為
だ
（
随
其
身
之
所
履
而
業
生
焉
、
乃
吾
進
徳
日
可
見
之
行
也
）」

と
記
す
の
で
あ
る
。
王
畿
も
「
進
徳
と
居
業
と
は
別
の
事
柄
で
は
な

い
」
と
す
る
立
場
を
採
る
。
だ
が
、
だ
か
ら
こ
そ
挙
業
を
特
別
視
す

る
態
度
は
問
題
だ
と
見
た
。
こ
の
態
度
を
元
兇
と
し
て「
得
失
の
念
」

が
わ
だ
か
ま
り
、
他
人
の
「
門
戸
」
や
「
見
解
」
な
ど
が
気
に
な
っ

て
天
与
の
「
聡
明
」
を
自
己
の
主
人
公
と
為
し
得
な
い
事
態
が
惹
起

さ
れ
る
、
と
か
れ
は
言
う
。
特
定
的
な
外
的
環
境
へ
の
執
着
が
、
自

在
な
自
己
実
現
の
障
礙
と
な
る
、
と
い
う
構
図
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
王
畿
が
「
随
」
の
一
字
を
用
い
て
「
徳
」
の
実
現
を
唱

え
た
こ
と
は
、
随
処
体
認
論
に
拠
る
湛
若
水
の
主
張
の
繰
り
返
し
で

は
な
い
の
か
。
だ
が
鄒
王
両
者
の
発
言
に
お
い
て
着
目
す
べ
き
は
、

「
業
」
に
対
す
る
具
体
的
な
思
考
態
度
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
具
体
的
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な
「
業
」
に
即
し
て
人
間
存
在
を
把
捉
し
よ
う
と
す
る
志
向
性
、
す

な
わ
ち
内
外
合
一
、
体
用
一
源
の
境
涯
に
関
す
る
再
検
討
の
意
識
で

あ
る
よ
う
に
思
う
。
か
れ
ら
は
「
二
業
合
一
」
論
の
誇
張
さ
れ
た
限

定
性
に
触
発
さ
れ
て
そ
の
思
考
を
具
体
的
な
方
向
へ
と
收
斂
さ
せ
、

そ
の
上
で
議
論
を
一
般
化
さ
せ
た
わ
け
で
あ
る
。
同
様
の
発
言
は
、

か
れ
ら
以
外
の
人
士
に
も
う
か
が
え
る
。
引
き
続
き
そ
う
し
た
議
論

を
紹
介
し
、「
二
業
合
一
」
論
へ
の
論
難
が
如
何
な
る
方
向
へ
と
展

開
し
た
の
か
を
考
察
す
る
と
し
た
い
。

　

季
本
（
号
彭
山
、
一
四
八
五
│
一
五
六
三
）
は
浙
江
会
稽
の
人
で

あ
り
、
正
徳
十
二
年
進
士
登
第
の
の
ち
王
門
に
入
っ
た
。
か
れ
は
、

嘉
靖
三
十
三
年
の
自
序
を
附
す
そ
の
『
説
理
会
編
』
の
巻
五
「
脩
業
」

に
、
ま
ず
「
天
下
に
無
業
の
学
な
し
」
と
記
し
、
治
者
は
「
教
養
」

を
そ
の
「
業
」
と
す
る
が
、
農
民
は
田
地
の
耕
作
を
、
商
賈
は
貨
物

の
流
通
を
、
工
人
は
器
物
の
製
作
を
、
女
性
は
機
織
り
を
、
そ
れ
ぞ

れ
に
「
業
」
と
し
、
人
間
と
し
て
は
「
貴
賤
」
の
違
い
が
、
事
業
と

し
て
は
「
小
大
」
の
異
な
り
が
あ
る
も
の
の
、「
徳
を
脩
め
る
」
点

で
は
同
一
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
之
を
徳
業
と
謂
う
」
と
述
べ
る
。

そ
し
て
一
方
、
そ
う
し
た
「
業
」
を
使
っ
て
「
食
を
謀
り
」、
他
人

に
知
ら
れ
る
こ
と
を
求
め
る
行
為
に
対
し
て
は
、
否
定
す
る
意
図
の

も
と
「
之
を
挙
業
と
謂
う
」
と
見
る
。「
謀
食
」
語
は
、
論
語
衛
霊

公
篇
の「
君
子
は
道
を
謀
り
、食
を
謀
ら
ず
」に
拠
る
。
季
本
は
、「
業
」

の
な
か
に
「
利
を
計
る
の
心
」
が
混
入
す
る
こ
と
を
徹
底
し
て
排
除

す
る
。「
天
爵
」
と
し
て
の
「
業
」
に
対
す
る
専
念
を
求
め
る
の
で

あ
り
、
こ
の
境
涯
に
お
い
て
「
業
」
の
「
貴
賤
」「
大
小
」
は
問
わ

れ
な
い
。
そ
の
地
位
や
職
業
・
性
別
に
応
じ
て
為
す
べ
き
「
業
」
を

人
間
は
持
つ
、
と
の
思
考
は
ま
こ
と
に
一
般
的
で
あ
り
、
ま
た
「
挙

業
」
を
功
利
的
な
行
為
と
し
て
否
定
す
る
そ
の
価
値
観
も
程
朱
学
の

伝
統
に
沿
う
も
の
だ
が
、「
徳
」
に
相
即
す
る
限
り
に
お
い
て
一
切

の
「
業
」
を
平
等
に
評
価
す
る
季
本
の
見
識
は
、
王
畿
の
そ
れ
と
揆

を
一
に
す
る
。

　

嘉
靖
八
年
会
元
の
唐
順
之
（
号
荊
川
）
は
博
学
の
文
章
家
と
し
て

著
名
で
あ
り
、
ま
た
王
畿
の
学
問
を
信
奉
し
た
学
者
と
し
て
も
知
ら

れ
る
。
嘉
靖
三
十
九
年
に
亡
く
な
っ
た
か
れ
は
（
正
徳
元
年
生
）、

或
る
教
官
に
宛
て
た
書
簡
に
お
い
て
徳
藝
の
一
致
を
主
張
し
た
（
荊

川
集
巻
四
「
答
兪
訓
導
書
」）。
こ
こ
で
「
藝
」
と
は
基
本
的
に
制
藝

す
な
わ
ち
挙
業
を
指
す
が
、
唐
順
之
は
そ
れ
を
時
に
六
藝
や
技
藝
へ

と
拡
げ
た
。
書
簡
の
主
旨
は
、
こ
の
教
官
に
対
し
、
学
生
を
教
え
る

際
に
は
「
挙
業
の
中
に
即
し
」
ま
た
「
古
え
の
六
藝
の
中
に
即
し
」

つ
つ
も
、
か
れ
ら
に
経
典
を
窮
め
、
自
己
の
内
面
を
掘
り
下
げ
る
方

途
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
功
利
的
な
競
争
心
を
消
し
去
る
こ
と
を
望

む
点
に
在
る
。
そ
う
し
た
教
学
を
、
唐
順
之
は
「
挙
業
中
の
徳
行
道

誼
」
或
い
は
「
六
藝
中
の
道
徳
性
命
」
と
表
現
し
た
。
し
か
し
こ
の

書
簡
に
は
、「
博
雑
技
藝
を
好
む
」
自
身
の
性
向
へ
の
辨
明
も
記
さ

れ
る
。
か
れ
は
、「
藝
之
精
処
は
即
ち
是
れ
心
の
精
、
藝
之
粗
処
は
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即
ち
是
れ
心
の
粗
、
二
致
に
は
あ
ら
ざ
る
也
」
と
心
藝
の
相
即
を
論

拠
と
し
て
、
自
分
の
「
技
藝
」
は
内
面
の
真
率
な
表
現
だ
、
と
言
う

の
で
あ
る
。
唐
順
之
は
、
相
即
の
論
理
を
用
い
つ
つ
も
季
本
と
は
逆

の
方
向
、
す
な
わ
ち
個
私
的
な
「
藝
」
に
視
線
を
絞
り
、
そ
の
「
藝
」

の
意
義
を
高
唱
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
「
二
業
合
一
」
論
に
お
け
る
挙
業
の
誇
大
視
と
い
う
論
難
は
、
湛

門
の
人
士
に
も
届
い
て
い
た
だ
ろ
う
。
か
れ
ら
も
ま
た
「
挙
業
」
の

含
意
を
拡
張
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。程
文
徳（
嘉
靖
八
年
榜
眼
）は
、

湛
若
水
の
も
と
で
「
十
七
年
」
間
、
学
ん
だ
人
士
で
あ
り
、
嘉
靖

二
十
三
年
、
提
学
官
と
し
て
広
東
に
赴
い
た
。
そ
し
て
任
地
の
嶺
表

書
院
に
お
い
て
、「
挙
業
の
心
学
に
於
け
る
、
一
也
」
と
の
一
句
を

含
む
訓
辞
を
示
し
、「
夫
そ
も
言
な
る
者
は
心
の
声
也
」
と
し
て
、

そ
の
言
葉
が
「
心
に
根
ざ
」
す
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
言
と
雖
も
即
ち

徳
也
」、
そ
う
し
た
言
葉
に
拠
っ
て
政
治
を
お
こ
な
い
、
民
び
と
を

治
め
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
言
葉
そ
れ
自
体
を
追
求
し
て
も
そ
こ
に

過
誤
は
無
い
、
と
断
言
し
た
（
程
文
恭
公
遺
稿
巻
二
十
二
「
嶺
表
書

院
諭
学
下
」）。
仕
官
後
の
政
治
に
ま
で
も
及
ぶ
よ
う
に
、「
挙
業
」

は
そ
の
範
囲
を
「
心
学
」
の
全
域
へ
と
拡
げ
た
。

　

蔣
信
（
号
道
林
、
一
四
八
三
│
一
五
五
九
）
は
、
嘉
靖
二
年
以
降
、

南
京
国
子
監
生
と
し
て
湛
若
水
か
ら
指
導
を
受
け
、
湛
学
へ
の
深
い

造
詣
を
育
ん
だ
人
物
で
あ
る
。
嘉
靖
十
一
年
（
一
五
三
二
）
の
進
士

登
第
後
は
王
門
の
諸
士
と
も
活
潑
に
交
流
を
お
こ
な
い
、
同
十
九
年

実
施
の
四
川
郷
試
に
際
し
て
は
、
監
試
官
の
立
場
で
「
性
学
」
に
関

す
る
策
問
を
出
題
し
、
程
策
を
執
筆
し
た
（
献
徴
録
巻
一
〇
三
、
柳

東
伯
撰
「
行
状
」）。
或
る
時
、
か
れ
は
友
人
の
書
室
「
立
斎
」
に
ち

な
む
文
章
を
著
し
た
（
蔣
道
林
先
生
文
粋
巻
四
「
立
斎
説
」）。
一
文

の
後
半
に
お
い
て
、
か
れ
は
、「（
科
）
挙
を
業
と
す
る
」
受
験
勉
強

は
内
面
の
平
穏
を
乱
し
か
ね
な
い
が
、
そ
れ
が
何
故
「
徳
に
進
む
」

も
の
と
評
価
で
き
る
の
か
、
と
の
疑
問
を
立
て
、「
挙
を
業
と
す
る

こ
と
は
（
鏡
が
物
を
）
映
し
出
す
こ
と
。
そ
の
鏡
に
塵
が
附
着
し
て

い
て
は
、
映
し
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
（
業
挙
、
照
也
、
塵
其
鑑
、

其
能
照
乎
）」
と
の
譬
喩
に
よ
り
、
問
題
の
解
決
を
図
っ
た
。
か
れ

は
す
で
に
こ
の
文
章
の
前
半
で
、「（
自
己
の
内
面
が
）
中
立
で
（
内

外
い
ず
れ
に
も
）
偏
ら
な
け
れ
ば
、外
界
の
事
物
に
即
し
な
が
ら
（
心

と
い
う
鏡
は
そ
の
物
を
）
映
し
出
し
、
鏡
は
つ
ね
に
光
り
輝
く
。
こ

れ
が
内
外
の
一
致
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
（
事
物
を
認
識
す
る
意
識
と

し
て
は
）
動
き
だ
し
た
よ
う
に
見
え
て
も
、
し
か
し
（
そ
の
主
体
自

体
は
）
動
く
こ
と
が
な
い
（
中
立
不
倚
、
即
物
而
照
、
而
鑑
常
烱
烱

爾
也
、
内
外
一
也
、
是
故
動
而
無
動
）」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
鏡

物
論
を
前
提
と
す
る
こ
と
で
、
後
半
で
も
「
故
に
（
心
を
）
中
立
に

し
て
い
る
者
は
、
或
る
時
に
は
挙
を
業
と
し
、
別
の
時
に
は
（
他
人

と
）
応
酬
し
て
も
、
鏡
は
つ
ね
に
鏡
で
あ
る
こ
と
を
失
わ
な
い
（
故

夫
中
立
者
、時
而
業
挙
焉
、時
而
応
酬
焉
、而
鑑
常
不
失
其
為
鑑
也
）」

と
説
明
し
、
こ
の
境
涯
が
徳
業
、
体
用
、
内
外
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
合
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一
」
だ
と
ま
と
め
た
。「
業
」
の
内
実
を
「
鑑
」
の
照
ら
し
出
す
対

象
全
般
へ
と
拡
げ
、
同
時
に
「
鑑
」
の
自
在
さ
を
も
確
保
す
る
議
論

だ
と
み
な
せ
る
。
蔣
信
は
、
湛
若
水
の
合
一
論
を
、「
業
」
に
即
し

て
よ
り
機
動
的
に
説
き
直
し
た
。

　

だ
が
鏡
物
論
を
用
い
た
主
客
関
係
の
説
明
は
、
二
項
対
立
的
思
考

の
枠
組
み
か
ら
抜
け
出
し
き
れ
な
い
憾
み
を
含
む
。
そ
れ
に
較
べ
れ

ば
、季
本
や
唐
順
之
の
如
く
、「
業
」
な
い
し
「
藝
」
を
坦
率
に
「
徳
」

の
自
己
表
現
と
す
る
主
張
の
方
が
、内
外
相
即
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
。

内
外
を
区
別
す
る
意
識
の
有
無
が
問
題
な
の
で
あ
り
、
次
に
示
す
ふ

た
つ
の
発
言
は
、
明
確
に
そ
の
意
識
を
超
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
薛
応
旂
（
嘉
靖
十
四
年
進
士
）
は
嘉
靖
十
年
ご
ろ
に
南
京
国
子

監
生
と
な
り
、
当
時
、
国
子
司
業
で
あ
っ
た
王
門
の
欧
陽
徳
と
出
会

う
こ
と
で
陽
明
学
に
親
ん
だ
人
物
で
あ
る
。
か
れ
は
、
浙
江
提
学
官

で
あ
っ
た
嘉
靖
三
十
年
当
時
、
所
轄
の
学
生
に
対
す
る
訓
令
文
書
の

な
か
に
、
近
年
、「
門
戸
を
標
榜
」
し
「
二
業
合
一
之
論
を
為
す
」

人
士
が
い
る
が
、「
そ
も
そ
も
二
で
あ
っ
て
合
一
と
謂
う
以
上
、
ま

だ
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
（
夫
謂
二
而
合
一
、
則
猶
為
二
也
）」
と

の
一
節
を
挟
み
込
ん
だ
（
方
山
薛
先
生
全
集
巻
四
十
七
「
行
各
属
教

條
」「
計
開
」）。
そ
し
て
、
挙
業
関
連
の
書
物
は
い
ず
れ
も
「
此
の

道
を
発
明
す
る
」
も
の
で
あ
り
、
た
だ
科
場
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る

か
ら
応
挙
の
人
士
は
そ
れ
を
「
挙
業
」
と
呼
ぶ
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
を

内
面
に
存
す
れ
ば
「
徳
性
」
と
な
り
、
言
葉
と
し
て
発
す
れ
ば
「
文

章
」
と
な
る
だ
け
で
、
元
来
、「
二
業
」
の
説
な
ど
は
存
在
し
な
い

と
言
う
。
ま
た
、
晩
年
の
欧
陽
徳
に
師
事
す
る
こ
と
で
王
学
者
と
し

て
の
道
を
歩
ん
だ
王
宗
沐
（
一
五
二
三
│
九
一
）
も
、
嘉
靖
三
十
四

年
の
江
西
提
学
官
着
任
時
、「
講
学
」
に
熱
中
し
て
「
挙
業
」
の
お

ろ
そ
か
な
当
地
の
学
生
を
叱
責
し
、
両
者
は
「
一
原
」
だ
と
断
ず
る

訓
辞
を
お
こ
な
い
、
そ
の
な
か
で
、
近
ご
ろ
の
儒
者
に
「
二
業
合
一

之
論
」
が
あ
る
が
、「
本
原
」
に
つ
い
て
明
晰
さ
を
欠
く
た
め
に
人

び
と
の
疑
念
を
十
分
に
は
打
破
で
き
て
い
な
い
、
と
述
べ
た
。
挙
業

に
し
て
も
講
学
に
し
て
も
、
そ
の
本
源
は
「
心
」
に
存
し
、
し
か
も

そ
の
「
心
」
の
透
徹
し
た
は
た
ら
き
は
、
た
ん
に
人
倫
秩
序
と
し
て

具
体
化
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
日
常
的
な
動
作
や
卑
俗
な
作
業
に
も

及
ん
で
い
る
、
と
説
い
た
の
で
あ
る）

12
（

。
か
か
る
「
心
」
認
識
に
立
脚

し
て
為
さ
れ
る
「
二
業
合
一
之
論
」
批
判
も
ま
た
、
分
別
す
る
意
識

を
乗
り
越
え
る
意
図
の
も
と
に
遂
行
さ
れ
て
い
る
。

　

か
く
し
て
「
二
業
合
一
」
論
に
対
す
る
論
難
は
、
嘉
靖
人
士
が
蓄

積
し
た
知
的
財
産
と
し
て
、
次
の
世
代
に
継
承
さ
れ
た
。
胡
直
（
号

廬
山
、
一
五
一
七
│
一
五
七
八
）
は
、
嘉
靖
二
十
二
年
（
一
五
四
三
）

の
郷
試
合
格
後
、
欧
陽
徳
や
羅
洪
先
と
い
っ
た
人
士
に
従
学
、
江
蘇

句
曲
県
学
の
教
諭
職
に
就
く
と
、
三
十
四
年
秋
に
は
河
南
郷
試
の
主

考
官
に
招
か
れ
た
。
し
か
し
翌
年
春
、
会
試
へ
の
再
挑
戦
後
、
第
二

甲
進
士
で
の
登
第
を
得
、
万
暦
元
年
（
一
五
七
三
）
に
は
広
東
按
察

使
と
な
り
、同
年
秋
実
施
の
広
東
郷
試
で
は
監
試
官
を
つ
と
め
た（
明
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儒
学
案
巻
二
十
二
所
収
「
困
学
記
」）。
そ
れ
に
先
立
つ
隆
慶
年
間
、

郷
里
に
居
た
胡
直
は
、
福
建
将
楽
県
の
教
官
と
し
て
赴
任
す
る
崑
陽

子
か
ら
学
生
教
育
の
優
先
事
項
に
つ
い
て
質
問
を
受
け
た
（
衡
廬
精

舎
蔵
稿
巻
二
十
七
「
滄
洲
別
語
三
首
、
贈
蕭
崑
陽
子
之
将
楽
」）。
崑

陽
子
と
は
胡
直
と
同
郷
の
蕭
元
岡
、
隆
慶
元
年
（
一
五
六
七
）
の
挙

人
で
あ
る
。
質
問
に
対
し
胡
直
は
「
挙
業
を
後
回
し
に
す
る
な
」
と

応
じ
た
。
そ
し
て
、「
本
」
を
重
視
す
る
伝
統
的
教
誨
と
の
相
違
に

戸
惑
う
崑
陽
子
に
、「
末
に
即
き
て
本
を
先
に
」
す
る
だ
け
で
あ
り
、

｢

末
を
絶
ち
て
本
を
求
め｣

て
は
な
ら
な
い
、
と
諭
し
た
。
士
大
夫

に
と
っ
て
挙
業
へ
の
従
事
は
、
両
親
へ
の
孝
養
や
衣
食
の
整
頓
と
同

様
、
一
日
も
中
断
し
得
な
い
行
為
で
あ
り
、
仕
え
る
際
に
は
誠
心
を

発
揮
す
る
こ
と
が
、
衣
食
を
整
え
る
際
に
は
貪
欲
で
な
い
こ
と
が
大

事
で
あ
る
の
と
同
じ
く
、
挙
業
の
場
合
は
ひ
た
す
ら
聖
賢
の
宗
旨
を

つ
か
ま
え
る
だ
け
だ
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
本
」
を
抽

象
的
に
想
定
す
る
よ
う
な
実
践
に
疑
義
が
呈
さ
れ
る
。「
本
」
の
確

立
は
、「
末
」に
即
し
た
も
の
で
あ
っ
て
こ
そ
真
実
だ
と
み
な
せ
る（
同

巻
二
十
八
「
六
錮
」
参
照
）。
こ
の
境
涯
に
在
っ
て
は
、「
本
」
は
も

と
よ
り
尊
重
さ
れ
る
が
、
同
時
に
「
末
」
の
完
遂
も
ま
た
志
向
さ
れ

る
わ
け
で
あ
る
。
か
か
る
認
識
を
前
提
に
、胡
直
は
以
下
の
如
く「
二

業
合
一
」
論
を
批
判
す
る
。

　

こ
の
主
張
は
徳
業
の
広
大
さ
が
分
か
っ
て
い
な
い
。
だ
か
ら

挙
業
を
（
徳
業
と
同
格
に
ま
で
）
持
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
だ
。
そ
も
そ
も
挙
業
は
諸
業
の
ひ
と
つ
に
位
置
す
る
以
上
、

ま
た
ど
う
し
て
（
徳
業
と
の
）
合
一
を
言
う
必
要
が
あ
ろ
う
か
。

だ
か
ら
、
挙
業
が
徳
業
の
な
か
に
在
っ
て
合
わ
せ
る
必
要
も
な

く
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
れ
ば
、
お
よ
そ
自
分
に
と
っ
て

欠
か
せ
な
い
行
為
、
た
と
え
ば
挙
業
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
も
み

な
君
子
が
本
を
先
に
し
徳
を
立
て
る
現
実
の
場
で
あ
る
。
ど
う

し
て
そ
れ
が
末
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
後
回
し
に
で
き
る
だ
ろ

う
か
。（
是
未
見
徳
業
之
大
也
、
故
以
挙
業
抗
言
、
且
挙
業
既

居
業
中
一
業
、
又
奚
必
言
合
哉
、
故
知
挙
業
在
徳
業
中
、
不
合

而
自
一
、
則
凡
吾
身
所
不
可
少
、
若
挙
業
者
、
皆
君
子
所
為
先

本
而
立
徳
之
地
也
、
詎
可
以
其
末
而
後
之
哉
。）

　

挙
業
を
不
可
欠
と
す
る
立
場
の
人
間
に
と
っ
て
は
、
挙
業
の
完
遂

が
最
優
先
事
項
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
立
場
に
即
し
た
「
徳
」
の
成
就

で
あ
る
。
胡
直
は
、
両
親
へ
の
孝
養
な
ど
、
日
常
生
活
に
お
い
て
不

可
欠
の
行
為
を
「
末
」
と
捉
え
、
そ
の
「
末
」
な
る
行
為
の
優
先
と

専
念
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
に
相
即
す
る
「
本
」
も
ま
た
実
現
す
る
と

見
た
。「
末
」
の
数
だ
け
「
本
」
は
存
す
る
だ
ろ
う
。「
徳
業
」
は
ま

こ
と
に
無
限
「
大
」
で
あ
り
、
挙
業
と
そ
れ
に
相
即
す
る
徳
業
と
は

一
体
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
こ
う
し
た
「
末
」
は
、季
本
の
「
業
」

や
唐
順
之
の
「
藝
」
に
も
相
当
す
る
。
た
だ
し
胡
直
は
、
人
の
営
み

の
全
体
を
構
造
的
に
考
察
す
る
中
、
本
末
相
即
の
立
場
か
ら
「
末
」

を
肯
定
し
、
そ
れ
故
に
、「
二
業
合
一
」
論
に
お
け
る
視
野
の
狭
隘
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さ
や
「
合
一
」
理
解
の
緩
さ
を
も
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

結
び
に
か
え
て

　

湛
若
水
の
「
二
業
合
一
」
論
が
、
湛
氏
個
人
に
即
し
て
言
え
ば
書

院
で
の
活
動
を
契
機
に
得
ら
れ
た
体
認
の
所
産
で
あ
る
と
同
時
に
、

幾
つ
か
の
私
的
動
機
を
背
景
に
し
て
生
ま
れ
た
思
想
的
表
明
で
も

あ
っ
た
こ
と
は
、
上
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
個
私
性
に

は
時
代
の
刻
印
が
濃
淡
さ
ま
ざ
ま
に
捺
さ
れ
て
お
り
、
硬
直
化
し
た

程
朱
学
の
克
服
を
課
題
と
し
た
江
門
人
士
に
よ
る
待
望
の
回
答
と
し

て
の
側
面
を
有
す
る
と
と
も
に
、
明
代
中
期
の
知
識
人
官
僚
が
模
索

し
続
け
た
挙
業
と
肯
定
的
に
対
峙
す
る
た
め
の
理
念
に
関
わ
る
一
試

案
と
い
う
意
味
を
帯
び
て
も
い
た
。
そ
れ
故
こ
の
提
言
を
め
ぐ
る
同

世
代
な
い
し
次
世
代
の
議
論
も
多
面
的
で
あ
り
得
る
の
だ
が
、
本
稿

後
半
で
は
、「
挙
業
」
の
具
体
性
に
触
発
さ
れ
て
拡
大
し
た
一
面
を

持
つ
論
議
を
紹
介
し
た
。
そ
の
議
論
は
、「
挙
業
」
に
止
ま
ら
ず
人

間
の
諸
活
動
を
す
べ
て
「
徳
業
」
の
表
現
と
し
て
是
認
す
る
方
向
に

も
展
開
し
た
が
、
当
事
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
胡
直
は
、
自
身
の
「
即

末
」
の
思
考
に
つ
い
て
歯
止
め
を
設
け
、「
玩
物
喪
志
」
者
の
援
軍

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
徳
業
」
と
の
相
即
的
実
現
を
目
標
と
す

る
、と
断
っ
た
。
だ
が
そ
れ
は
懸
念
の
吐
露
で
も
あ
り
、「
二
業
合
一
」

か
ら
徳
業
相
即
へ
と
い
う
議
論
の
展
開
は
、
利
己
的
な
欲
望
を
挙
業

に
託
し
つ
つ
も
そ
れ
を
糊
塗
す
る
人
士
に
対
し
、
自
己
肯
定
の
論
拠

を
準
備
し
か
ね
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
「
二
業
合
一
」
論
へ
の
言
及
は
明
代
末
葉
の
人
士
に
も
見
出
せ
る

が
、
こ
こ
で
は
、
万
暦
か
ら
天
啓
に
か
け
て
活
躍
し
た
馮
従
吾
（
号

少
墟
、
一
五
五
六
│
一
六
二
七
）
の
発
言
を
紹
介
し
、
本
稿
の
結
び

に
代
え
た
い
。
馮
従
吾
と
は
、
そ
の
自
己
認
識
に
お
い
て
は
「
関
中

理
学
」
の
後
継
者
で
あ
り
、ま
た
そ
の
師
承
関
係
か
ら
、『
明
儒
学
案
』

で
は
湛
若
水
の
学
統
を
嗣
ぐ
者
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
人
物
で
も
あ

る
。
万
暦
三
十
九
年
（
一
六
一
一
）
冬
、
か
れ
は
河
北
の
池
陽
で
講

会
を
催
す
と
、
理
学
と
挙
業
の
異
同
を
た
ず
ね
る
人
士
に
対
し
、
両

者
は
「
原も
と

よ
り
是
れ
一
事
」
と
答
え
た
（
少
墟
集
巻
十
一
「
池
陽
語

録
」）。
挙
業
に
よ
っ
て
得
た
知
識
を
そ
の
身
に
「
体
験
」
す
る
の
が

「
真
の
理
学
」
で
あ
り
、
理
学
の
真
理
を
文
章
に
「
発
揮
」
す
る
の

が
「
好
い
挙
業
」
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。「
二
業
合
一
」
論
を
受
け

継
ぐ
見
解
だ
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
か
れ
が
さ
ら
に
、
も

し
挙
業
を
脇
に
置
い
て
学
問
を
言
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
異
端
に
よ

る
談
玄
説
空
の
学
」
で
し
か
な
い
、
と
す
る
そ
の
認
識
で
あ
る
。
か

つ
て
挙
業
は
、
仏
老
両
教
以
上
に
有
害
だ
と
非
難
さ
れ
て
い
た）

13
（

。
し

か
し
馮
従
吾
は
、
挙
業
を
仏
老
か
ら
切
り
離
し
て
理
学
側
に
置
き
、

そ
れ
に
肯
定
的
な
評
価
を
与
え
た
。
こ
の
時
期
に
お
け
る
挙
業
認
識

な
い
し
学
問
観
全
体
の
変
化
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
万
暦

十
三
年
に
生
員
の
資
格
を
得
た
鍾
惺
（
一
五
七
四
│
一
六
二
五
）
は
、
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そ
の
後
三
十
年
あ
ま
り
を
経
過
し
た
時
点
で
科
場
の
変
遷
を
回
顧

し
、
合
格
基
準
が
「
雑
」、「
邪
」、「
偽
」
と
変
転
す
る
に
つ
れ
、
考

官
も
考
生
も
、
と
も
に
自
身
の
「
真
」
情
を
隠
し
て
自
己
欺
瞞
的
態

度
を
採
る
よ
う
に
な
っ
た
と
捉
え
た
（
鍾
伯
敬
先
生
合
集
巻
二
「
静

明
斎
社
業
序
」）。
そ
の
現
場
で
は
「
自
得
」
の
偽
装
も
ま
た
横
行
し

て
い
た
だ
ろ
う
。
だ
が
徳
業
相
即
を
掲
げ
る
偽
装
者
に
対
し
、
偽
装

だ
と
の
立
証
は
果
た
し
て
可
能
で
あ
っ
た
の
か
。

　

馮
従
吾
の
盟
友
で
あ
る
東
林
派
人
士
高
攀
龍
（
一
五
六
二
│

一
六
二
六
）
に
、「
そ
も
そ
も
学
問
は
心
に
会
得
す
る
こ
と
を
求
め

る
だ
け
だ
。
自
分
の
心
に
得
ら
れ
な
け
れ
ば
（
格
物
の
対
象
と
し
て

の
）
物
な
る
も
の
は
物
で
し
か
な
い
。
自
分
の
心
に
得
る
と
こ
ろ
が

あ
れ
ば
、
物
な
る
も
の
も
自
分
の
知
だ
。
物
が
そ
れ
自
体
の
ま
ま
物

で
あ
れ
ば
、も
と
よ
り
物
は
本
性
と
関
わ
ら
な
い
。
し
か
し
物
が（
実

践
主
体
に
）
融
合
し
て
知
と
な
れ
ば
、
本
性
は
物
に
煩
わ
さ
れ
る
こ

と
が
な
い
。
こ
う
す
る
だ
け
だ
（
夫
学
欲
其
得
之
心
而
已
、
無
所
得

諸
其
心
、
則
物
也
者
物
也
、
有
所
得
諸
其
心
、
則
物
也
者
知
也
、
物

自
為
物
、
故
物
不
関
於
性
、
物
融
為
知
、
則
性
不
累
於
物
、
如
此
而

已
矣
）」
と
の
発
言
が
あ
る
（
高
子
遺
書
巻
九
上
「
塾
訓
韻
律
序
」）。

「
吾
が
性
は
無
外
」
つ
ま
り
森
羅
万
象
を
包
摂
す
る
、
と
い
う
の
が

か
れ
の
本
性
理
解
で
あ
る
。
一
方
、鍾
惺
描
く
と
こ
ろ
の
偽
装
者
は
、

そ
れ
が
か
り
に
胡
直
の
懸
念
し
た
と
お
り
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
自
身

を
挙
業
へ
と
「
物
」
化
さ
せ
な
が
ら
も
、
そ
う
し
た
自
己
の
正
当
性

を
高
唱
す
る
よ
う
な
存
在
だ
と
見
な
せ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
尚
更
、

そ
う
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
改
め
て
、
挙
業
を
も
「
吾
が
性
」
の
一

要
素
と
し
て
取
り
込
む
の
が
真
の
学
問
だ
、
と
高
攀
龍
に
よ
る
如
上

の
発
言
を
、
科
場
の
教
訓
と
し
て
読
み
換
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で

あ
る
。
馮
従
吾
が
提
示
し
た
挙
業
肯
定
の
主
張
は
、
万
暦
後
半
に
顕

著
と
な
る
徳
業
の
「
物
」
化
現
象
を
、
徳
業
に
再
回
収
す
る
こ
と
で

こ
の
現
象
の
激
化
を
鎮
め
よ
う
と
す
る
、
こ
の
時
期
な
ら
で
は
の
思

想
的
決
意
の
表
白
で
も
あ
っ
た
。

 

　
注

（
1
）　
『
性
理
大
全
書
』
所
収
饒
魯
語
。
饒
魯
の
著
作
は
明
末
の
段
階
で

稀
覯
本
と
な
り
、
清
人
王
朝
渠
に
よ
る
輯
本
『
饒
双
峯
講
義
』
と
し

て
伝
え
ら
れ
た
。
馬
淵
昌
也
「
明
代
前
期
に
お
け
る
士
大
夫
の
思
想

│
書
物
流
通
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト
」
伊
原
弘
・
小
島
毅
編

『
知
識
人
の
諸
相
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
一
年
所
収
、
参
照
。

（
2
）　

そ
の
履
歴
は
黎
業
明
『
湛
若
水
年
譜
』
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
〇
九
年
、
に
詳
し
い
。

（
3
）　

湛
若
水
の
文
章
は
、
基
本
的
に
内
閣
文
庫
蔵
『
甘
泉
先
生
文
録
類

選
』
を
用
い
、
同
書
が
収
め
な
い
文
章
は
、『
泉
翁
大
全
集
』（
鍾
彩

鈞
整
理
校
点
本
）
に
拠
る
。

（
4
）　

こ
の
文
章
は
、『
二
業
合
一
訓
』「
教
肄
」
第
五
條
と
し
て
採
録
さ

れ
る
が
、
両
者
に
は
文
字
の
異
同
が
あ
る
。
湛
学
に
お
け
る
「
合
一

論
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
黄
明
同
『
陳
献
章
評
伝
』
附
伝
「
湛
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若
水
生
平
及
其
哲
学
思
想
」
南
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
が

概
述
す
る
。
柴
田
篤
「
湛
甘
泉
の
陽
明
学
観
を
め
ぐ
っ
て
」『
九
州

中
国
学
会
報
』
第
二
十
一
巻
、
一
九
七
七
年
、
参
照
。

（
5
）　
『
白
鹿
洞
書
院
古
志
五
種
』
中
華
書
局
、
一
九
九
五
年
所
収
。

（
6
）　

こ
こ
で
は
近
世
漢
籍
叢
刊
思
想
続
編
（
中
文
出
版
社
、
一
九
七
五

年
）
所
収
の
四
巻
本
『
居
業
録
』
を
使
用
す
る
。
陳
献
章
に
対
す
る

胡
居
仁
の
批
判
な
ど
は
、
吉
田
公
平
先
生
「
胡
敬
斎
の
思
想
」
初
出

一
九
六
九
年
、
の
ち
『
中
国
近
世
の
心
学
思
想
』
研
文
出
版
、

二
〇
一
二
年
所
収
、
参
照
。
成
化
十
七
年
（
一
四
八
一
）、
陳
献
章

は
白
鹿
洞
書
院
の
「
教
事
」
を
主
宰
す
る
よ
う
依
頼
さ
れ
た
。
江
西

の
地
方
長
官
た
ち
が
書
院
の
梃
子
入
れ
を
謀
っ
た
の
だ
が
、
か
れ
は

そ
れ
を
固
辞
し
た
（
陳
献
章
集
十
八
頁
「
贈
李
劉
二
生
還
江
右
詩

序
」）。
一
方
、
こ
の
人
選
に
対
し
胡
居
仁
は
消
極
的
で
あ
っ
た
（
胡

文
敬
集
巻
一
「
奉
祁
大
参
鍾
憲
副
」）。

（
7
）　

朱
鴻
林
「
陳
白
沙
的
出
処
経
験
与
道
徳
思
考
」
鍾
彩
鈞
・
楊
晋
龍

編
『
明
清
文
学
与
思
想
中
之
主
体
意
識
与
社
会
』
中
研
院
文
哲
所
、

二
〇
〇
四
年
所
収
、
参
照
。

（
8
）　
『
白
華
楼
蔵
稿
』
巻
十
五
「
顧
進
士
刻
稿
題
辞
」
に
「
先
輩
嘗
称

二
業
合
一
、
言
徳
業
与
挙
業
、
無
二
致
也
、
世
或
迂
且
怪
視
之
」
と

記
す
。
茅
坤
は
か
か
る
世
間
に
異
を
唱
え
、「
而
予
竊
謂
、
将
家
子

言
治
兵
、
亦
先
治
心
、
於
此
亦
無
以
異
者
」
と
述
べ
た
。

（
9
）　
『
涇
野
子
内
編
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
）
に
幾
つ
か
見
出
せ

る
が
、
一
例
を
挙
げ
れ
ば
以
下
の
と
お
り
。
同
書
八
十
八
頁
（
鷲
峯

東
所
語
第
十
五
）：
問
今
学
者
論
挙
業
徳
業
為
二
、
可
乎
。
先
生
曰
、

挙
業
中
即
寓
徳
業
、
試
観
所
読
経
書
及
応
挙
三
場
文
字
、
何
者
非
聖

賢
精
切
之
蘊
、
仁
義
道
徳
之
言
、
試
以
是
体
験
而
躬
行
之
、
至
終
其

身
不
易
、
徳
業
在
是
矣
。

（
10
）　

①
『
泉
翁
大
全
』
巻
二
十
一
「
送
福
建
提
学
憲
副
潘
君
赴
任
序
」、

②
同
巻
二
十
二
「
送
広
西
提
学
僉
憲
張
君
惟
喬
之
任
」、③
同
前
「
贈

督
学
憲
僉
田
君
奉
勅
之
嶺
南
序
」
同
前
、
④
同
巻
二
十
三
「
送
督
学

林
君
汝
雨
之
浙
江
序
」。

（
11
）　

以
下
の
拙
稿
三
篇
に
よ
る
。「
明
代
科
挙
「
性
学
策
」
史
稿
」『
集

刊
東
洋
学
』
第
一
〇
三
号
、二
〇
一
〇
年
、「
副
榜
挙
人
と
進
士
教
職
」

同
第
一
〇
六
号
、
二
〇
一
一
年
、「
人
法
兼
任
の
微
意
」
小
南
一
郎

編
『
学
問
の
か
た
ち
│
も
う
一
つ
の
中
国
思
想
史
』
汲
古
書
院
、

二
〇
一
四
年
所
収
。

（
12
）　

三
浦「
明
朝
の
提
学
官
王
宗
沐
の
思
想
活
動
と
王
門
の
高
弟
た
ち
」

『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
十
六
集
、
二
〇
一
四
年
、
参
照
。

（
13
）　

た
と
え
ば
荘
昶
「
送
戴
侍
御
提
学
陜
西
序
」（
定
山
集
巻
六
）。


